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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アップリンク送信におけるピークデータレート
および送信効率を高めるために複数のアップリンク搬送
波を利用するための方法を提供する。
【解決手段】ＷＴＲＵは、プライマリアップリンク搬送
波を介して、データチャネル、パイロットチャネル、お
よび両方のアップリンク搬送波上でのアップリンク送信
のための制御チャネルを送信し、セカンダリアップリン
ク搬送波を介して、データチャネルおよびパイロットチ
ャネルを送信する。あるいは、ＷＴＲＵは、プライマリ
アップリンク搬送波を介して、データチャネル、パイロ
ットチャネル、およびプライマリアップリンク搬送波上
でのアップリンク送信のための制御チャネルを送信し、
セカンダリアップリンク搬送波を介して、データチャネ
ル、パイロットチャネル、およびセカンダリアップリン
ク搬送波上でのアップリンク送信のための制御チャネル
を送信する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリアアップリンク送信用の制御情報を提供するための、ＷＴＲＵ（ワイヤレ
ス送受信ユニット）において実行される方法であって、
　各アップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ（拡張個別チャネル）送信のために、ハッピー
ビット（ｈａｐｐｙ　ｂｉｔ）を設定するステップと、
　前記ハッピービットを送信するステップと
　を備え、ＴＥＢＳ（合計Ｅ－ＤＣＨバッファステータス）が、すべてのアップリンク搬
送波にわたって集計された現在の実効データレートを用いて送信されるために、事前構成
された時間期間よりも多くを必要とするかどうかに基づいて、各アップリンク搬送波の前
記ハッピービットを「アンハッピー」に設定することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記すべてのアップリンク搬送波にわたって集計された実効データレートは、各アップ
リンク搬送波の実効データレートを合計することにより計算することを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記各搬送波の実効データレートは、前記ハッピービットと同じＴＴＩ（送信時間間隔
）中に前記アップリンク搬送波においてデータを送信するために、Ｅ－ＴＦＣ（Ｅ－ＤＣ
Ｈトランスポートフォーマット組み合わせ）選択において選択された電力オフセットと同
じ電力オフセットに基づいて、および、各アップリンク搬送波のために、現在のサービン
ググラントと、アクティブＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再送要求）プロセスのＨＡＲＱプ
ロセスの総数に対する比との乗算を用いて計算することを特徴とする請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　マルチキャリアアップリンク送信用の制御情報を提供するためのＷＴＲＵ（ワイヤレス
送受信ユニット）であって、
　　各アップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ（拡張個別チャネル）送信のために、ハッピ
ービット（ｈａｐｐｙ　ｂｉｔ）を設定し、
　　前記ハッピービットを送信する
　ように構成されているプロセッサを備え、ＴＥＢＳ（合計Ｅ－ＤＣＨバッファステータ
ス）が、すべてのアップリンク搬送波にわたって集計された現在の実効データレートを用
いて送信されるために、事前構成された時間期間よりも多くを必要とするかどうかに基づ
いて、各アップリンク搬送波の前記ハッピービットを「アンハッピー」に設定することを
特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記すべてのアップリンク搬送波にわたって集計された実効データレートは、各アップ
リンク搬送波の実効データレートを合計することにより計算することを特徴とする請求項
４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記各搬送波の実効データレートは、前記ハッピービットと同じＴＴＩ（送信時間間隔
）中に前記アップリンク搬送波においてデータを送信するために、Ｅ－ＴＦＣ（Ｅ－ＤＣ
Ｈトランスポートフォーマット組み合わせ）選択において選択された電力オフセットと同
じ電力オフセットに基づいて、および、各アップリンク搬送波のために、現在のサービン
ググラントと、アクティブＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再送要求）プロセスのＨＡＲＱプ
ロセスの総数に対する比との乗算を用いて計算することを特徴とする請求項５に記載のＷ
ＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ワイヤレス通信に関する。
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【０００２】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、本明細書で完全に説明されたかのように参照によって組み込まれる、２００
８年１０月３１日に出願された米国特許仮出願第６１／１０９，９７８号明細書、２００
８年１１月２４日に出願された米国特許仮出願第６１／１１７，４９４号明細書、２００
８年１１月２５日に出願された米国特許仮出願第６１／１１７，８５１号明細書、２００
８年１２月３０日に出願された米国特許仮出願第６１／１４１，６３８号明細書、および
２００９年１月３０日に出願された米国特許仮出願第６１／１４８，６９０号明細書の優
先権を主張する。
【背景技術】
【０００３】
　エンドユーザにとって利用可能なデータレートを高めるため、ＵＭＴＳ（ユニバーサル
移動体通信システム（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ））ワイヤレス通信システムに、多くの改良が導入された。３Ｇ
ＰＰ（第３世代パートナシッププロジェクト）のリリース５における、ダウンリンクのた
めのＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ））の導入に続いて、アップリンク性能を改善す
るために、３ＧＰＰのリリース６の一部として、ＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケット
アクセス（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ））が導
入された。ＨＳＵＰＡは、新しいＥ－ＤＣＨ（拡張個別チャネル（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄ
ｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ））上でのアップリンクスループットおよびピークデ
ータレートを改善するために、短いＴＴＩ（送信時間間隔（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　
ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ））および高速スケジューリングと組み合わせて、ＨＡＲＱ
（ハイブリッド自動再送要求（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅ
ｑｕｅｓｔ））を使用する。
【０００４】
　ＷＣＤＭＡ（広帯域符号分割多重アクセス（ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ））は、干渉制限されたシステムであるので、
すべてのＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）のアップリンク送信電力の厳格な制御が
重要である。これは、電力制御およびグラント（ｇｒａｎｔ）メカニズムの組合せによっ
て達成される。Ｅ－ＤＣＨ送信のためのグラントは、Ｅ－ＤＣＨ上で送信を行うためにＷ
ＴＲＵが使用できる最大電力比である。グラントは、トランスポートブロックサイズに直
接的に変換される。これに関連して、グラントは、アップリンク上で干渉を生み出す権利
として解釈することができる。ＨＳＵＰＡでは、ネットワークは、各ＷＴＲＵに個別にグ
ラントを伝達する。ネットワークによって伝達されるグラントには、絶対グラント（ａｂ
ｓｏｌｕｔｅ　ｇｒａｎｔ）および相対グラント（ｒｅｌａｔｉｖｅ　ｇｒａｎｔ）とい
う２つのタイプが存在する。絶対グラントは、サービングＥ－ＤＣＨセルによってＥ－Ａ
ＧＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ絶対グラントチャネル（Ｅ－ＤＣＨ　ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｇｒａｎｔ
　ｃｈａｎｎｅｌ））を介して送信され、グラントテーブルに対するインデックスを伝え
る。相対グラントは、Ｅ－ＤＣＨアクティブセット内の任意のセルによって、Ｅ－ＲＧＣ
Ｈ（Ｅ－ＤＣＨ相対グラントチャネル（Ｅ－ＤＣＨ　ｒｅｌａｔｉｖｅ　ｇｒａｎｔ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ））を介して送信することができる。ＷＴＲＵは、与えられたＴＴＩ中にど
れだけのデータを送信できるかを決定するためにＷＴＲＵが使用する、サービンググラン
ト（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇｒａｎｔ）を維持する。このサービンググラントは、Ｅ－ＡＧＣ
ＨまたはＥ－ＲＧＣＨを介して新しいグラントコマンドが受信されるたびに更新される。
【０００５】
　グラントメカニズムに加えて、ＨＳＵＰＡは、送信されたデータが正しく復号された場
合はいつでも、非サービングＥ－ＤＣＨセルが、Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱイ
ンジケータチャネル（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ））
を介して、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ（肯定応答）をＷＴＲＵに送信できるようにすることによっ
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て、マクロダイバーシティ（ｍａｃｒｏ－ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）も利用する。サービング
Ｅ－ＤＣＨセル（および同じＲＬＳ（無線リンクセット（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｓｅｔ
））内の非サービングＥ－ＤＣＨセル）は、ＨＡＲＱ送信を受信するたびに、Ｅ－ＨＩＣ
Ｈを介して、ＡＣＫまたはＮＡＣＫ（否定応答）を送信する。
【０００６】
　ＨＳＵＰＡに特有のダウンリンク制御チャネルは、Ｅ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ、およ
びＥ－ＨＩＣＨを含む。システムの適切な動作のため、ダウンリンクにおいてＦ－ＤＰＣ
Ｈ（フラクショナル個別物理チャネル（ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ））を、アップリンクにおいてＤＰＣＣＨ（個別物理制
御チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ
））を使用する、電力制御ループが確立される。
【０００７】
　データネットワークへ連続的でより高速なアクセスを提供することに対するますます大
きくなる要望に応えるため、データの送信のために複数の搬送波を使用することが可能な
マルチキャリアシステムが提案された。複数の搬送波の使用は、セルラおよび非セルラワ
イヤレスシステムの両方において拡大している。マルチキャリアシステムは、利用可能な
搬送波の数を乗じただけ、ワイヤレス通信システムで利用可能な帯域幅を増加させること
ができる。例えば、技術の発展の一環として、ＤＣ－ＨＳＤＰＡ（デュアルセルＨＳＤＰ
Ａ（ｄｕａｌ－ｃｅｌｌ　ＨＳＤＰＡ））と呼ばれる新機能が、３ＧＰＰのリリース８仕
様書において導入された。ＤＣ－ＨＳＤＰＡを用いた場合、ノードＢは、同時に２つの異
なるダウンリンク搬送波を介して、ＷＴＲＵと通信する。これは、ＷＴＲＵにとって利用
可能な帯域幅およびピークデータレートを２倍にするばかりでなく、２つの搬送波を介し
た高速スケジューリングおよび高速チャネルフィードバックを用いて、ネットワーク効率
を高める可能性も有する。
【０００８】
　ＤＣ－ＨＳＤＰＡは、ワイヤレス通信システムにおいて、ダウンリンクのスループット
および効率を著しく高める。ＤＣ－ＨＳＤＰＡの導入はさらに、スループットおよびピー
クデータレートに関して、アップリンクとダウンリンクとの間の非対称性を大きくする。
しかし、アップリンクについては、何の提案もなされていない。したがって、アップリン
ク送信におけるピークデータレートおよび送信効率を高めるために複数のアップリンク搬
送波を利用するための方法を提供するのが望ましい。
【発明の概要】
【０００９】
　複数のアップリンク搬送波を使用するワイヤレス送信のための方法および装置が開示さ
れる。ＷＴＲＵは、プライマリアップリンク搬送波を介して、データチャネル、パイロッ
トチャネル、およびプライマリアップリンク搬送波上でのアップリンク送信のための制御
チャネル、ならびに任意選択的に、ダウンリンク送信に関連するアップリンクフィードバ
ック情報を提供するための制御チャネルを送信することができ、セカンダリアップリンク
搬送波を介して、データチャネルおよびパイロットチャネルを送信することができる。あ
るいは、ＷＴＲＵは、プライマリアップリンク搬送波を介して、データチャネル、パイロ
ットチャネル、およびプライマリアップリンク搬送波上でのアップリンク送信のための制
御チャネル、ならびに任意選択的に、ダウンリンク送信に関連するアップリンクフィード
バック情報を提供するための制御チャネルを送信することができ、セカンダリアップリン
ク搬送波を介して、データチャネル、パイロットチャネル、およびセカンダリアップリン
ク搬送波上でのアップリンク送信のための制御チャネルを送信することができる。
【００１０】
　ＷＴＲＵが、ダウンリンク搬送波上で受信した制御情報を、ＷＴＲＵがその制御情報を
受信したダウンリンク搬送波に関連付けられたアップリンク搬送波上でのアップリンク送
信に適用するように、各アップリンク搬送波は、少なくとも１つの特定のダウンリンク搬
送波に関連付けることができる。少なくとも１つのＥ－ＲＮＴＩ（無線ネットワーク一時



(5) JP 2012-105286 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

識別情報（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ））を
、アップリンク搬送波毎に設定することができ、ＷＴＲＵは、受信した絶対グラントを、
関連するアップリンク搬送波上でのアップリンクデータ送信（例えばＥ－ＤＣＨ）に適用
することができる。アップリンクグラント情報を運ぶ少なくとも１つのダウンリンク制御
チャネル（例えばＥ－ＡＧＣＨ）を、各アップリンク搬送波に関連付けることができ、Ｗ
ＴＲＵは、受信した絶対グラントを、絶対グラントが受信される、アップリンクグラント
情報を搬送するダウンリンク制御チャネルに関連付けられた、アップリンク搬送波上での
アップリンク送信に適用することができる。相対アップリンクグラント情報を搬送するダ
ウンリンク制御チャネル（例えばＥ－ＲＧＣＨ）とＨＡＲＱフィードバック情報を搬送す
るダウンリンク制御チャネル（例えばＥ－ＨＩＣＨ）の１組を、各アップリンク搬送波に
関連付けることができ、ＷＴＲＵは、受信した相対グラントおよびＨＡＲＱフィードバッ
クを、関連するアップリンク搬送波上でのアップリンク送信に適用することができる。
【００１１】
　ＷＴＲＵは、複数のＴＰＣ（送信電力制御（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ））コマンドを受信し、対応するＴＰＣコマンドに基づいて、アップリンク搬送波
における送信電力を調整することができる。アップリンク搬送波のためのＴＰＣコマンド
は、そのアップリンク搬送波に関連付けられたダウンリンク搬送波を介して、受信するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　より詳細な理解は、添付の図面と併せて、例として与えられる、以下の説明から得るこ
とができる。
【図１】ワイヤレス通信システムの一例を示す図である。
【図２】図１のワイヤレス通信システムのＷＴＲＵおよびノードＢの機能ブロック図であ
る。
【図３】一実施形態による、ＷＴＲＵが２つのアップリンク搬送波をＵＴＲＡＮに送信す
る一例を示す図である。
【図４】別の実施形態による、ＷＴＲＵが２つのアップリンク搬送波をＵＴＲＡＮに送信
する一例を示す図である。
【図５】２つのアップリンク搬送波が、２つのダウンリンク搬送波上でＷＴＲＵに送信さ
れるＴＰＣ（送信電力制御（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ））コマン
ドによって制御される機能ブロック図である。
【図６】２つのアップリンク搬送波が、単一のダウンリンク搬送波上でＷＴＲＵに送信さ
れるＴＰＣ（送信電力制御）コマンドによって制御される機能ブロック図である。
【図７】２つのアップリンク搬送波が、単一のダウンリンク搬送波上でＷＴＲＵに送信さ
れるＴＰＣ（送信電力制御）コマンドによって制御される機能ブロック図である。
【図８】一実施形態による、Ｆ－ＤＰＣＨスロットフォーマットの一例を示す図である。
【図９】複数アップリンク搬送波環境においてＴＰＣ（送信電力制御）コマンドがアップ
リンクで送信される機能ブロック図である。
【図１０】２つのアップリンク搬送波を利用する場合の、Ｅ－ＴＦＣ選択およびＭＡＣ－
ｅまたはＭＡＣ－ｉ　ＰＤＵ生成のためのプロセスの一例のフロー図である。
【図１１】一実施形態による、スケジューリング情報フォーマットを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　これ以降で言及される場合、「ＷＴＲＵ」という用語は、限定することなく、ＵＥ（ユ
ーザ機器）、移動局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、ＰＤＡ
（携帯情報端末）、コンピュータ、Ｍ２Ｍ（マシン対マシン（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－ｍ
ａｃｈｉｎｅ））デバイス、センサ、またはワイヤレス環境で動作可能な他の任意のタイ
プのデバイスを含む。これ以降で言及される場合、「ノードＢ」という用語は、限定する
ことなく、基地局、サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、またはワイヤレス
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環境で動作可能な他の任意のタイプのインタフェースデバイスを含む。
【００１４】
　ネットワークは、少なくとも１つのダウンリンク搬送波および／または少なくとも１つ
のアップリンク搬送波を、それぞれアンカーダウンリンク搬送波（ａｎｃｈｏｒ　ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　ｃａｒｒｉｅｒ）およびアンカーアップリンク搬送波（ａｎｃｈｏｒ　ｕｐ
ｌｉｎｋ　ｃａｒｒｉｅｒ）として割り当てることができる。例えば、アンカー搬送波は
、ダウンリンク／アップリンク送信のための特定の１組の制御情報を搬送するための搬送
波として、定義することができる。アンカー搬送波は、動的に活動化および非活動化され
なくてよい。アップリンクアンカー搬送波は、ダウンリンクアンカー搬送波に関連付ける
ことができる。アンカー搬送波として割り当てられない搬送波はいずれも、補助搬送波（
ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。あるいは、ネットワークは、ア
ンカー搬送波を割り当てなくてもよく、どのダウンリンク搬送波またはアップリンク搬送
波にも、優先権、プリファレンス、またはデフォルトステータスを与えなくてよい。マル
チキャリア動作の場合、２つ以上の補助搬送波または補助搬送波が存在することがある。
これ以降、「アンカーアップリンク／ダウンリンク搬送波」と「プライマリアップリンク
／ダウンリンク搬送波」という用語は、交換可能に使用され、「セカンダリアップリンク
／ダウンリンク搬送波」と「補助アップリンク／ダウンリンク搬送波」という用語は、交
換可能に使用される。
【００１５】
　ユーザデータおよび制御情報を運ぶための、アップリンク搬送波についての様々なチャ
ネル構造を含む、ＨＳＰＡシステムにおけるデータおよび制御情報の送信において、複数
のアップリンク搬送波を利用するための実施形態が開示される。実施形態はデュアルアッ
プリンク搬送波に関して説明されるが、本明細書で説明される実施形態は、多数のアップ
リンク搬送波にも同様に適用可能であることを理解されたい。実施形態は、ＷＣＤＭＡ（
広帯域符号分割多重アクセス）に関連する制御チャネルおよびデータチャネルを参照して
開示されるが、実施形態が、ＬＴＥ（ロングタームエボリューション（ｌｏｎｇ　ｔｅｒ
ｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ））およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）な
ど、現在存在するまたは将来開発される任意のワイヤレス通信技術に適用可能であること
に留意されたい。本明細書で説明される実施形態は、任意の順序または組合せで適用可能
とし得ることにも留意されたい。
【００１６】
　図１は、複数のＷＴＲＵ　１１０と、ノードＢ　１２０と、ＣＲＮＣ（制御無線ネット
ワークコントローラ（ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌｌｅｒ））１３０と、ＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ（ｓｅ
ｒｖｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））１４０と、コアネ
ットワーク１５０とを含む、ワイヤレス通信システム１００の一例を示している。ノード
Ｂ　１２０およびＣＲＮＣ　１３０は、一括して、ＵＴＲＡＮと呼ばれることもある。
【００１７】
　図１に示されるように、ＷＴＲＵ　１１０は、ノードＢ　１２０と通信し、ノードＢ　
１２０は、ＣＲＮＣ　１３０およびＳＲＮＣ　１４０と通信する。図１には、３つのＷＴ
ＲＵ　１１０、１つのノードＢ　１２０、１つのＣＲＮＣ　１３０、および１つのＳＲＮ
Ｃ　１４０が示されているが、無線および有線デバイスの任意の組合せがワイヤレス通信
システム１００に含まれ得ることに留意されたい。
【００１８】
　図２は、図１のワイヤレス通信システム１００のＷＴＲＵ　１１０およびノードＢ　１
２０の機能ブロック図である。図１に示されるように、ＷＴＲＵ　１１０は、ノードＢ　
１２０と通信し、どちらも、複数のアップリンク搬送波を用いてアップリンク送信を実行
する方法を実行するように構成される。ＷＴＲＵ　１１０は、プロセッサ１１５と、受信
機１１６と、送信１１７と、メモリ１１８と、アンテナ１１９と、典型的なＷＴＲＵに見
出し得る他のコンポーネント（図示されず）とを含む。メモリ１１８は、オペレーティン
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グシステム、アプリケーションなどを含む、ソフトウェアを保存するために提供される。
プロセッサ１１５は、単独で、またはソフトウェアと連携して、複数のアップリンク搬送
波を用いてアップリンク送信を実行する方法を実行するために提供される。受信機１１６
および送信機１１７は、プロセッサ１１５と通信する。受信機１１６および／または送信
機１１７は、複数の搬送波を介して受信および／または送信することが可能なことがある
。あるいは、複数の受信機または複数の送信機が、ＷＴＲＵ　１１０に含まれてもよい。
アンテナ１１９は、ワイヤレスデータの送信および受信を容易にするように、受信機１１
６および送信機１１７の両方と通信する。
【００１９】
　ノードＢ　１２０は、プロセッサ１２５と、受信機１２６と、送信機１２７と、メモリ
１２８と、アンテナ１２９と、典型的な基地局に見出し得る他のコンポーネント（図示さ
れず）とを含む。プロセッサ１２５は、単独で、またはソフトウェアと連携して、複数の
アップリンク搬送波を用いてアップリンク送信を実行する方法を実行するために提供され
る。受信機１２６および送信機１２７は、プロセッサ１２５と通信する。受信機１２６お
よび／または送信機１２７は、複数の搬送波を介して受信および／または送信することが
可能なことがある。あるいは、複数の受信機または複数の送信機が、ノードＢ　１２０に
含まれてもよい。アンテナ１２９は、ワイヤレスデータの送信および受信を容易にするよ
うに、受信機１２６および送信機１２７の両方と通信する。
【００２０】
　一実施形態によれば、セカンダリアップリンク搬送波は、最低限の制御情報を有するま
たは制御情報を有さないトラフィックデータを搬送する。図３は、ＷＴＲＵが２つのアッ
プリンク搬送波をＵＴＲＡＮに送信する一例を示している。ＷＴＲＵは、アンカーアップ
リンク搬送波上で、データチャネル（例えばＥ－ＤＰＤＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ個別物理データ
チャネル（Ｅ－ＤＣＨ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄａｔａ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ）））、パイロットおよび他の制御チャネル（例えば、ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ
（Ｅ－ＤＣＨ個別物理制御チャネル（Ｅ－ＤＣＨ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ））、ならびに／またはＨＳ－ＤＰＣＣＨ（ＨＳ－
ＤＳＣＨ個別物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）））を送信することができ、補助アップリンク搬
送波上で、データチャネル（例えばＥ－ＤＰＤＣＨ）およびパイロットチャネルを送信す
ることができる。
【００２１】
　アンカーアップリンク搬送波は、ＵＴＲＡＮに送信されるアップリンク制御シグナリン
グのすべてまたはほとんどを搬送することができ、アップリンク制御シグナリングは、限
定することなく、（１）ＣＱＩ（チャネル品質情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ））、ＰＣＩ（プリコーディング制御指示（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ
　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ））、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ＨＡＲＱ情報を含む
、（ＨＳ－ＤＰＤＣＨなどの）ダウンリンクチャネルのためのフィードバック、（２）ア
ップリンクパイロットシンボル、ＦＢＩ（フィードバック情報（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ））、およびＴＰＣ（送信電力制御）コマンドを含む、アップリンク
無線リンク制御情報（例えばアップリンクＤＰＣＣＨ）、または（３）ＨＡＲＱ処理のた
めに使用されるＲＳＮ（再送シーケンス番号（ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｓｅｑｕ
ｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ））、送信されるトランスポートブロックのサイズを示すＥ－Ｔ
ＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨトランスポートフォーマットコンビネーションインデックス（Ｅ－Ｄ
ＣＨ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍａｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ））情
報、およびハッピービット（ｈａｐｐｙ　ｂｉｔ）を含む、Ｅ－ＤＣＨ制御情報（例えば
Ｅ－ＤＰＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを含む。
【００２２】
　データチャネル（例えばＥ－ＤＰＤＣＨ）は、図３に示されるように、アンカーアップ
リンク搬送波上でユーザトラフィックを運ぶことができる。
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【００２３】
　補助アップリンク搬送波は、ユーザデータチャネル（例えばＥ－ＤＰＤＣＨ）およびパ
イロットチャネルを搬送することができる。パイロットチャネルは、パイロットシンボル
の他に、ＴＰＣ（送信電力制御）コマンドも搬送する、従来のアップリンクＤＰＣＣＨと
することができる。ＴＰＣコマンドは、セカンダリダウンリンク搬送波のためのダウンリ
ンク電力を管理する、ＷＴＲＵとＵＴＲＡＮの間のセカンダリ電力制御ループを制御する
ために使用することができる。あるいは、パイロットチャネルは、パイロットシンボルを
含む、アップリンクＤＰＣＣＨの新しいスロットフォーマットを有することができる。例
えば、従来のアップリンクＤＰＣＣＨのすべての１０ビットは、パイロットシーケンスを
搬送するために使用することができる。あるいは、パイロットチャネルは、セカンダリア
ップリンク搬送波上でのデータの受信を改善するためにＵＴＲＡＮによって使用されるパ
イロットシンボルを搬送する、新しいアップリンク制御チャネルとすることができる。
【００２４】
　アンカーアップリンク搬送波上で送信されるデータおよび補助アップリンク搬送波上で
送信されるデータの両方のためのＥ－ＤＣＨ制御情報は、アンカーアップリンク搬送波上
で送信することができる。このＥ－ＤＣＨ制御情報は、両方のアップリンク搬送波のため
の制御情報を含む、Ｅ－ＤＰＣＣＨのための新しいスロットフォーマットを定義すること
によって、またはアンカーアップリンク搬送波上で２つの独立したＥ－ＤＰＣＣＨチャネ
ル（一方はアンカーアップリンク搬送波用、他方は補助アップリンク搬送波用）を送信す
ることによって、運ぶことができる。
【００２５】
　代替実施形態によれば、図４に示されるように、セカンダリアップリンク搬送波も、セ
カンダリアップリンク搬送波の送信に関連するＥ－ＤＣＨ制御情報を搬送することができ
る。アンカーアップリンク搬送波上で送信されるＥ－ＤＣＨ制御情報は、アンカーアップ
リンク搬送波上でのデータ送信に関係する。Ｅ－ＤＣＨ制御情報を送信するため、セカン
ダリアップリンク搬送波上では、（シングルキャリア動作と同様の方法で）データチャネ
ルおよびパイロットチャネルに加えて、別個のＥ－ＤＰＣＣＨを送信することができる。
あるいは、パイロットおよびＥ－ＤＣＨ制御情報の両方を含む新しいアップリンク制御チ
ャネルを定義することができる。新しいアップリンク制御チャネルは、アップリンクパイ
ロットシンボル、ＦＢＩ、ＴＰＣ、ＨＡＲＱ処理のために使用されるＲＳＮ、送信される
トランスポートブロックのサイズを示すＥ－ＴＦＣＩ情報、および／またはハッピービッ
トを含むことができる。あるいは、新しいアップリンク制御チャネルは、パイロットシン
ボル、ＲＳＮ、および／またはＥ－ＴＦＣＩ情報を含むことができる。
【００２６】
　Ｅ－ＤＰＣＣＨがアンカーアップリンク搬送波および補助アップリンク搬送波の両方で
送信される場合、両方のアップリンク搬送波において、ハッピービットを以下のように設
定することができる。各アップリンク搬送波におけるハッピービットは、各アップリンク
搬送波の、それぞれの電力ヘッドルーム状態および個々のグラントに従って、設定するこ
とができる。電力ヘッドルームは、アップリンクデータの送信のために利用可能な電力の
量または比として定義することができる。あるいは、電力ヘッドルームは、他のアップリ
ンクデータおよび制御チャネルの送信のために基準アップリンク搬送チャネル上で利用可
能な電力の量または比とすることができる。これは、例えば、第２のアップリンク搬送波
においてより高いデータレートで送信を行うのに十分な電力ヘッドルームが存在する場合
、または第２のアップリンク搬送波におけるグラントがより低い場合、一方のアップリン
ク搬送波においてハッピービットが「ハッピー」に設定されることがあり、一方、第２の
アップリンク搬送波においてハッピービットが「アンハッピー」に設定されることを意味
する。
【００２７】
　あるいは、一方のアップリンク搬送波（例えばアンカーアップリンク搬送波）における
ハッピービットは、両方のアップリンク搬送波の組合せ状態（グラントおよび電力ヘッド
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ルーム）に従って設定することができる。このケースでは、（１）ＷＴＲＵが、両方のア
ップリンク搬送波に対するＥ－ＴＦＣ選択の際に、両方のアップリンク搬送波上で、現在
のサービンググラントによって許可された最大量のスケジュールされたデータ（ｓｃｈｅ
ｄｕｌｅｄ　ｄａｔａ）を送信している場合、（２）ＷＴＲＵが、アップリンク搬送波の
いずれかまたはすべてにおいて、より高いデータレートで送信を行うのに利用可能な十分
な電力を有する場合、または（３）ハッピービットと同じＴＴＩ中にデータを送信するた
めに、（両方のアップリンク搬送波に対する）Ｅ－ＴＦＣ選択において選択された電力オ
フセットと同じ電力オフセットに基づいて、ＴＥＢＳ（合計Ｅ－ＤＣＨバッファステータ
ス（ｔｏｔａｌ　Ｅ－ＤＣＨ　ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ））が、各搬送波におけるア
クティブプロセスとプロセスの総数の比を考慮して、現在のサービンググラントを用いて
送信されるために、Ｈａｐｐｙ＿Ｂｉｔ＿Ｄｅｌａｙ＿Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｍｓよりも
多くを必要とする場合、ハッピービットを「アンハッピー」に設定することができる。
【００２８】
　一方のアップリンク搬送波におけるハッピービットが、両方のアップリンク搬送波の組
合せ状態に従って設定される場合、第２のアップリンク搬送波におけるハッピービットは
、以下の一方または組合せで解釈することができる。
【００２９】
　（１）ハッピービットは、第２のアップリンク搬送波における電力ヘッドルームが第１
のアップリンク搬送波における電力ヘッドルームよりも大きい場合、「ハッピー」に設定
することができ、それ以外の場合は、「アンハッピー」に設定することができる。この情
報は、ネットワークが、どの搬送波上でグラントを増加させ得るかを決定するのに役立つ
。または
　（２）あるいは、第２のアップリンク搬送波におけるハッピービットは、もっぱら第２
のアップリンク搬送波における（またはもっぱら第１のアップリンク搬送波における）グ
ラントおよび電力ヘッドルームの状態を考慮して、ハッピービット決定のための従来の規
則によって設定することができる。
【００３０】
　すべてのアップリンク搬送波は、データチャネル（例えばＥ－ＤＰＤＣＨ）および制御
チャネル（例えばＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、またはＨＳ－ＤＰＣＣＨ）を含む、同じ
チャネル構造を有することができる。各アップリンク搬送波は、関連するダウンリンク搬
送波とペアにすることができる。これは、搬送波が異なる周波数帯に配置され、無線状態
が搬送波間で著しく異なることがある場合に有利なことがある。
【００３１】
　アップリンク搬送波の数およびダウンリンク搬送波の数は、同じとすることができる。
このケースでは、各アップリンク搬送波は、ダウンリンク搬送波とペアをなすことができ
る。ダウンリンク搬送波が２つ、アップリンク搬送波が２つであるケースの一例では、ダ
ウンリンク搬送波１は、アップリンクスケジューリング情報（例えばＥ－ＡＧＣＨ、Ｅ－
ＲＧＣＨ）、ＨＡＲＱフィードバック（例えばＥ－ＨＩＣＨ）、または（例えばＦ－ＤＰ
ＣＨを介する）電力制御コマンドなどを含む、アップリンク搬送波１に関連するすべての
制御情報を搬送することができる。同様に、ダウンリンク搬送波２は、アップリンク搬送
波２に関連するすべての制御情報を搬送することができる。
【００３２】
　アップリンク搬送波１は、ダウンリンクチャネル品質（例えばＨＳ－ＤＰＣＣＨにおけ
るＣＱＩ）、ＨＡＲＱフィードバック（例えばＨＳ－ＤＰＣＣＨにおけるＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ）、または電力制御コマンド（例えばアップリンクＤＰＣＣＨ）などを含む、ダウンリ
ンク搬送波１に関連するすべての制御情報を搬送することができる。同様に、アップリン
ク搬送波２は、ダウンリンク搬送波２に関連するすべての制御情報を搬送することができ
る。
【００３３】
　あるいは、ダウンリンク搬送波の数は、アップリンク搬送波の数よりも多くてよい。こ
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のケースでは、アップリンク送信のために使用されるよりも多くのダウンリンク搬送波を
受信することが許可される。例えば、ＷＴＲＵが同時に、４つのダウンリンク搬送波上で
受信し、２つのアップリンク搬送波上で送信するように構成されたケースでは、アップリ
ンク搬送波１は、ダウンリンク搬送波１（アンカー）およびダウンリンク搬送波２（補助
）に合致させることができ、アップリンク搬送波１は、ダウンリンクチャネル品質（例え
ばＨＳ－ＤＰＣＣＨにおけるＣＱＩ）、ＨＡＲＱフィードバック（例えばＨＳ－ＤＰＣＣ
ＨにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、または電力制御コマンド（例えばアップリンクＤＰＣＣ
Ｈ）などを含む、ダウンリンク搬送波１およびダウンリンク搬送波２に関連する制御情報
のいずれかまたはすべてを搬送することができる。アップリンク搬送波２は、ダウンリン
ク搬送波３（アンカー）およびダウンリンク搬送波４（補助）に合致させることができ、
アップリンク搬送波２は、ダウンリンクチャネル品質（例えばＨＳ－ＤＰＣＣＨにおける
ＣＱＩ）、ＨＡＲＱフィードバック（例えばＨＳ－ＤＰＣＣＨにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
）、または電力制御コマンド（例えばアップリンクＤＰＣＣＨ）などを含む、ダウンリン
ク搬送波３およびダウンリンク搬送波４に関連する制御情報のいずれかまたはすべてを搬
送することができる。
【００３４】
　アップリンク上で複数の搬送波を用いる場合、ＷＴＲＵのアクティブセットを変更する
ことができる。ＷＴＲＵは、各アップリンク搬送波に対応する、２つのアクティブセット
を独立に維持することができる。ＷＴＲＵは、アンカーアップリンク搬送波におけるＥ－
ＤＣＨ無線リンクを含むアクティブセットと、補助アップリンク搬送波におけるＥ－ＤＣ
Ｈ無線リンクを含む別のアクティブセットとを有することができる。これは、ネットワー
クが、同じＥ－ＤＣＨアクティブセットにおいて、いくつかのシングルセル（ｓｉｎｇｌ
ｅ　ｃｅｌｌ）ノードＢと、いくつかのデュアルセル（ｄｕａｌ　ｃｅｌｌ）ノードＢと
を構成することを可能にする。
【００３５】
　あるいは、ＷＴＲＵは、１つのアクティブセットを維持することができ、アクティブセ
ットの各エントリは、アンカーアップリンク搬送波および補助アップリンク搬送波の両方
に関連する無線リンクを含む。この実施形態では、ネットワークは、いくつかのセクタで
はシングルＥ－ＤＣＨ構成を用いて、またいくつかの他のセクタではデュアルＥ－ＤＣＨ
を用いて、ＷＴＲＵを構成することはできない。
【００３６】
　あるいは、Ｅ－ＤＣＨアクティブセットの非サービングセルは、１つの搬送波無線リン
クを含むことができ、サービングセルは、２つの無線リンク（１つはアンカー搬送波に対
応し、１つは補助搬送波に対応する）を含むことができる。
【００３７】
　複数の搬送波を介してＨＳＵＰＡを動作させるのに必要なシグナリングを提供するため
の実施形態が、これ以降で説明される。
【００３８】
　一実施形態によれば、各アップリンク搬送波は、制御シグナリングのための特定のダウ
ンリンク搬送波に関連付けることができる。関連付けは、ＲＲＣ（無線リソース制御（ｒ
ａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ））シグナリングを介して、ネットワーク
によって伝達することができ、または事前定義された１組の規則に基づいて、暗黙的に知
ることができる。例えば、２つのアップリンク搬送波および２つのダウンリンク搬送波が
利用され、アップリンク搬送波Ａとダウンリンク搬送波Ａ、およびアップリンク搬送波Ｂ
とダウンリンク搬送波Ｂとが関連付けられる場合、ＷＴＲＵは、ダウンリンク搬送波Ａ上
で受信したＥ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ、およびＥ－ＨＩＣＨコマンドを、アップリンク
搬送波Ａに関連するサービンググラントおよびＨＡＲＱプロセスに適用することができる
。同様に、ＷＴＲＵは、ダウンリンク搬送波Ｂ上で受信したＥ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ
、およびＥ－ＨＩＣＨコマンドを、アップリンク搬送波Ｂに関連するサービンググラント
およびＨＡＲＱプロセスに適用する。
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【００３９】
　別の実施形態によれば、Ｅ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ、またはＥ－ＨＩＣＨコマンドが
送信されるダウンリンク搬送波は、これらのコマンドが適用されるアップリンク搬送波に
直接的にリンクされなくてよい。グラントは、アンカーダウンリンク搬送波上でのみ（ま
たは代替として、ダウンリンク搬送波のいずれかで）送信することができ、アップリンク
搬送波のいずれにも適用することができる。
【００４０】
　複数のアップリンク搬送波のための絶対グラントを送信するための実施形態が、これ以
降で説明される。
【００４１】
　一実施形態によれば、ネットワークは、ＷＴＲＵにおいて、各アップリンク搬送波に対
してＥ－ＲＮＴＩ（Ｅ－ＤＣＨ無線ネットワーク一時識別情報）の１組を設定することが
できる。Ｅ－ＲＮＴＩの各組（すなわちプライマリＥ－ＲＮＴＩおよびセカンダリＥ－Ｒ
ＮＴＩ）は、与えられたアップリンク搬送波に関連付けられる。任意選択的に、各アップ
リンク搬送波に対して、プライマリＥ－ＲＮＴＩのみを設定することもできる。ＷＴＲＵ
は、設定されたすべてのＥ－ＲＮＴＩについて、Ｅ－ＡＧＣＨを監視し、設定されたＥ－
ＲＮＴＩの１つが検出された場合、ＷＴＲＵは、Ｅ－ＡＧＣＨを介して搬送されたコマン
ドを、復号されたＥ－ＲＮＴＩに関連付けられたアップリンク搬送波に適用する。アップ
リンク搬送波へのＥ－ＲＮＴＩの関連付けは、Ｅ－ＡＧＣＨが送信されるダウンリンク搬
送波に関わりなく、有効である。
【００４２】
　あるいは、ネットワークは、各アップリンク搬送波に関連付けられた少なくとも１つの
Ｅ－ＡＧＣＨ（すなわちＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーションコード（ｃｈａｎｎｅｌｉｚ
ａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ））を設定することができる。ＷＴＲＵは、すべてのＥ－ＡＧＣＨ
（すなわち設定されたすべてのＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーションコード）を監視する。
ＷＴＲＵは、そのＥ－ＲＮＴＩ（プライマリまたはセカンダリ）を、設定されたＥ－ＡＧ
ＣＨ上で検出した場合、対応するコマンドを、コマンドが送信された、Ｅ－ＡＧＣＨチャ
ネライゼーションコードに関連付けられたアップリンク搬送波に適用する。
【００４３】
　あるいは、ＷＴＲＵは、受信したＥ－ＡＧＣＨコマンドを、タイミングに基づいて、ア
ップリンク搬送波の１つに適用することができる。例えば、コマンドが適用されるアップ
リンク搬送波インデックスは、受信したＥ－ＡＧＣＨの、Ｅ－ＡＧＣＨサブフレーム番号
とＣＦＮ（接続フレーム番号（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ））（
またはＳＦＮ（システムフレーム番号（ｓｙｓｔｅｍ　ｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ）））
との関数とすることができる。加えて、与えられたサブフレームにおいて、Ｅ－ＡＧＣＨ
コマンドが送信されたときのサブフレームと対応するＥ－ＤＣＨ送信のサブフレームとの
間の時間オフセットは、アップリンク搬送波に応じて異なっていてもよい。例えば、時間
オフセットは、アップリンク搬送波＃１については約５サブフレームとすることができる
が、アップリンク搬送波＃２については１サブフレームだけ短く（すなわち約４サブフレ
ームと）することができる。時間オフセットは、絶対グラントコマンドが、両方の搬送波
のためのいずれのＨＡＲＱプロセスにも対処できるように、ＨＡＲＱサイクル毎に交換す
ることができる（８つのＴＴＩは２ｍｓのＴＴＩ、４つのＴＴＩは１０ｍｓのＴＴＩ）。
【００４４】
　あるいは、２つのアップリンク搬送波の特別なケースでは、付随する絶対グラントコマ
ンドが適用されるアップリンク搬送波を示すために、Ｅ－ＡＧＣＨ上で搬送される絶対グ
ラントスコープビット（ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｇｒａｎｔ　ｓｃｏｐｅ　ｂｉｔ）を再解釈
することができる。
【００４５】
　あるいは、２つ以上のアップリンク絶対グラントコマンドをサポートするために、Ｅ－
ＡＧＣＨの物理層フォーマットを変更することができる。これは、絶対グラント粒度を（
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５ビットからより低い値に）低下させることによって、他の情報を搬送するように絶対グ
ラントスコープビットを再解釈することによって、より多くの情報をサポートするために
チャネル符号化方式を変更することによって、もしくはすべてのアップリンク搬送波の間
で絶対グラントスコープビットを共有することによって、またはそれらの任意の組合せで
達成することができる。
【００４６】
　あるいは、この絶対グラントコマンドが適用可能なアップリンク搬送波を明示的に示す
ために、絶対グラントメッセージに追加のフィールドが追加されるように、Ｅ－ＡＧＣＨ
フォーマットを変更することができる。アップリンクにおける搬送波の数に応じて、この
フィールドは、デュアルセル動作の場合は、１ビットとすることができ、または最大で４
つの搬送波をサポートするには、２ビットとすることができる。
【００４７】
　あるいは、ＷＴＲＵには、両方の搬送波上での組み合わされた送信に適用される、単一
のグラント値を提供することができる。伝達されたグラント（電力比）は、ビットの数（
またはデータレート）に変換することができ、ＷＴＲＵに、両方の搬送波を介して、より
多くの合計のビット数（またはより高い合計のデータレート）を送信することを許可する
ことはできない。あるいは、両方の搬送波のＥ－ＤＰＤＣＨ／ＤＰＣＣＨ電力比の線形和
が、伝達されたグラントを超過することを許可することはできない。
【００４８】
　この単一のグラントによって伝達される制約は、２つの搬送波の間での適切な共有を決
定するために、他の制約と組み合わせることができる。例えば、ネットワークは、干渉制
御の目的で、どちらかの（または両方の）アップリンク搬送波上で、最大グラントを準静
的にまたは動的に伝達することができる。個々の搬送波におけるグラントを制御するため
の従来のメカニズムは、共有されるグラントと併せて使用することができる。このケース
では、共有されるグラントは、異なるＥ－ＲＮＴＩ値を用いて識別することができる。
【００４９】
　複数のアップリンク搬送波のための相対グラントおよびＨＡＲＱ指示を送信するための
実施形態が、これ以降で説明される。
【００５０】
　一実施形態では、各アップリンク搬送波に対してＥ－ＲＧＣＨと（各無線リンクのため
の）Ｅ－ＨＩＣＨの１組を設定することができる。Ｅ－ＲＧＣＨとＥ－ＨＩＣＨの異なる
組は、シグネチャが異なる同じチャネライゼーションコードを共有することができ、また
はまったく異なるチャネライゼーションコードを使用することができる。各組は、特定の
アップリンク搬送波に関連付けられる。この関連付けは、明示的なシグナリングを介して
通知することができ、または事前定義された規則によって暗黙的に知ることができる。そ
の後、Ｅ－ＲＧＣＨとＥ－ＨＩＣＨは、アップリンク搬送波との関連付けとは独立した、
事前定義されたダウンリンク搬送波を介して送信される。例えば、Ｅ－ＲＧＣＨとＥ－Ｈ
ＩＣＨのすべての組は、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（アンカーダウンリンク搬送波）
を介して送信することができる。あるＥ－ＲＧＣＨは、両方のアップリンク搬送波に関連
付けることができ、このケースでは、ＵＰ（またはＤＯＷＮ）コマンドは、両方のアップ
リンク搬送波において同時に、グラントを引き上げる（または引き下げる）。
【００５１】
　あるいは、各アップリンク搬送波は、１つのダウンリンク搬送波に関連付けることがで
きる。ネットワークは、アップリンク搬送波毎にＥ－ＲＧＣＨと（各無線リンクのための
）Ｅ－ＨＩＣＨの１組を設定し、その１組は、関連付けられたダウンリンク搬送波を介し
て送信される。ＷＴＲＵは、各ダウンリンク搬送波上でＥ－ＲＧＣＨおよびＥ－ＨＩＣＨ
を監視し、受信したコマンドを、関連付けられたアップリンク搬送波に適用する。例えば
、アップリンク搬送波Ａがダウンリンク搬送波Ａに関連付けられる場合、ダウンリンク搬
送波Ａを介して受信したＥ－ＲＧＣＨコマンドおよびＥ－ＨＩＣＨコマンドは、アップリ
ンク搬送波Ａに適用される。
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【００５２】
　ＷＴＲＵは、各アップリンク搬送波について、非サービングノードＢから、Ｅ－ＲＧＣ
ＨおよびＥ－ＨＩＣＨを受信することができる。非サービングノードＢは、デュアルアッ
プリンク動作が可能でないことがあるので、各アップリンク搬送波について、別個のＥ－
ＤＣＨアクティブセットを定義してよい。ＷＴＲＵは、アップリンク搬送波の少なくとも
１つについて、非サービングノードＢから、非サービングＥ－ＲＧＣＨまたはＥ－ＨＩＣ
Ｈを受信することができる。同じ理由で、電力制御を目的として、各アップリンク搬送波
について、別個のアクティブセットを定義することができる。このケースでは、ＷＴＲＵ
は、アップリンク搬送波の一方について、ノードＢから、（ＤＰＤＣＨまたはＦ－ＤＰＣ
Ｈ上で）ＴＰＣコマンドを受信することができる。
【００５３】
　アップリンク搬送波に対する並列制御が許可されない場合、ＷＴＲＵは、各搬送波のた
めの別個のアクティブセットを維持する必要がないことがある。１つのアクティブセット
を定義することができ、ダウンリンクアンカー搬送波のアクティブセットから、ダウンリ
ンク制御シグナリングを監視することができる。
【００５４】
　補助アップリンク搬送波に関連するオーバヘッドのため、バースト期間中には、ＷＴＲ
Ｕに対して、補助搬送波の使用、または一度に２つのアップリンク搬送波の使用を制約す
るのが望ましいことがある。これに関連して、アップリンクリソース（すなわち、補助ア
ップリンク搬送波のみ、または代替として、補助アップリンク搬送波およびアンカーアッ
プリンク搬送波の両方）を、一度に単一のＷＴＲＵに割り当てる（すなわち、与えられた
時間において、１つのＷＴＲＵが両方の搬送波において、または補助搬送波上で送信する
ことを許可され、他のすべてのＷＴＲＵはアンカー搬送波上でのみ送信することを許可さ
れる）のが効率的なことがある。
【００５５】
　一実施形態によれば、事前定義または設定された期間の間、補助アップリンク搬送波に
おける、または両方のアップリンク搬送波における、そのグラントを使用するように、Ｗ
ＴＲＵをスケジュールまたは構成することができる。ＷＴＲＵは、一方のアップリンク搬
送波（アンカーアップリンク搬送波または補助アップリンク搬送波）上でのみ送信してい
ることができ、スケジューラは、両方のアップリンク搬送波において、ＷＴＲＵをスケジ
ュールする。これは、ネットワークが、ＷＴＲＵの間でリソースを交換するときに、シグ
ナリングを最低限に抑えることを可能にする。
【００５６】
　初期状態では、ＷＴＲＵは、アンカーアップリンク搬送波上でのみ、または補助アップ
リンク搬送波上でのみ、Ｅ－ＤＣＨを送信している（一方のアップリンク搬送波のみを活
動化することができ、他方のアップリンク搬送波は活動化してもよく、または活動化しな
くてもよい）。ＷＴＲＵが送信するデータを大量に有する場合、ネットワークは、現在使
用されていないアップリンク搬送波におけるグラントを、一時的に提供することを決定す
ることができる。両方のアップリンク搬送波上での送信を開始するように、ＷＴＲＵに信
号を送るため、またはＷＴＲＵをトリガするために、以下の条件、すなわち、（１）ＷＴ
ＲＵが、データ（すなわちＥ－ＤＣＨ）を現在送信していないアップリンク搬送波に関連
する非ゼログラントを受信すること、（２）ＷＴＲＵが、非ゼログラントと、アンカーア
ップリンク搬送波もしくは補助アップリンク搬送波における少なくとも１つのアクティブ
ＨＡＲＱプロセスを有し、現在送信していないアップリンク搬送波についての非ゼログラ
ントを受信すること、または（３）ＷＴＲＵが、非ゼログラントと、アンカーアップリン
ク搬送波もしくは補助アップリンク搬送波において活動化されたすべてのＨＡＲＱプロセ
スを有し、現在送信していないアップリンク搬送波についての非ゼログラントを受信する
ことの１つまたは組合せを使用することができる。
【００５７】
　ＷＴＲＵには、以下の方法の１つまたは組合せを使用して、他の搬送波上での送信を開



(14) JP 2012-105286 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

始するために、信号を送ることができる。ＷＴＲＵには、両方の搬送波上での送信を開始
するようにＷＴＲＵに指示するために使用される、（これ以降「デュアルセルＥ－ＲＮＴ
Ｉ」と呼ばれる）Ｅ－ＲＮＴＩを割り当てることができる。ＷＴＲＵは、シングルセルＥ
－ＲＮＴＩ、またはシングルセル用に使用される２つの別個のＥ－ＲＮＴＩ（１つはアン
カー用、１つは補助用）も有することができる。Ｅ－ＡＧＣＨがデュアルセルＥ－ＲＮＴ
Ｉを用いてマスクされる場合、ＷＴＲＵは、与えられたＥ－ＡＧＣＨに対応するＨＡＲＱ
プロセスにおいて、両方のアップリンク搬送波上での送信を開始する。Ｅ－ＡＧＣＨ上で
デュアルセルＥ－ＲＮＴＩとともに伝達されたグラントは、新たに使用されるアップリン
ク搬送波において使用することができ、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがすでに送信していた搬送
波上では、既存のサービンググラントを用いて続行することができる。あるいは、Ｅ－Ａ
ＧＣＨ上でデュアルセルＥ－ＲＮＴＩとともに伝達されたグラントは、両方のアップリン
ク搬送波のために使用することができる。あるいは、Ｅ－ＡＧＣＨ上でデュアルセルＥ－
ＲＮＴＩとともに伝達されたグラントは、両方のアップリンク搬送波の間で半分に分割す
ることができる。
【００５８】
　あるいは、現在の絶対グラント値よりも高い値のシグナリングを可能にするために、絶
対グラントテーブルを拡張することができる。絶対グラントが３０を上回る値を示してい
る場合、ＷＴＲＵは、これを、他方のアップリンク搬送波上での送信を開始するための指
示として解釈することができる。両方のアップリンク搬送波において使用するグラントは
、アップリンク搬送波の間で分割されたＡＧに対応してもよい。あるいは、新しい搬送波
におけるＡＧは、伝達されたＡＧから現在の搬送波のサービンググラントを減算したＡＧ
に対応してもよい。あるいは、新しい搬送波におけるＡＧインデックスは、伝達されたＡ
Ｇから３０を減算したＡＧに対応してもよい。あるいは、現在の搬送波のために使用され
るサービンググラントは、新しい搬送波のためにも使用することができる。
【００５９】
　本明細書で説明された方法のいずれも、他方の搬送波におけるグラントを伝達するため
に使用することができる（例えば、絶対グラントインデックスが、グラントが適用される
アップリンク搬送波を示す新しいビットとともに伝達することができるような、絶対グラ
ントメッセージの変更）。
【００６０】
　あるいは、両方の搬送波上で送信を開始するようにＷＴＲＵに通知する指示ビットは、
Ｅ－ＡＧＣＨ上で伝達することができる。Ｅ－ＡＧＣＨ上でメッセージを受信すると、Ｗ
ＴＲＵは、現在のアップリンク搬送波と同じサービンググラントを使用して、または代替
として、指示ビットと同じＥ－ＡＧＣＨ上で搬送された絶対グラントに対応するサービン
ググラントを使用して、他方のアップリンク搬送波上で送信を開始することができる。
【００６１】
　上記のトリガ条件において、絶対グラントスコープは、特定の値（「すべて」または「
単一」）に設定することができる。
【００６２】
　ＷＴＲＵが現在送信していない搬送波における非永続的グラントがトリガされた場合、
ＷＴＲＵは、まだ行われていないならば、新しいアップリンク搬送波を同期させる。新し
い搬送波における同期は、新しい搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信の開始に先立つ、ＤＰＣＣ
Ｈプリアンブルの送信を含むこともできる。
【００６３】
　ＷＴＲＵは、非永続的タイマを開始することもできる。非永続的タイマは、時間値また
はＴＴＩの数に対応してもよい。この値は、ＷＴＲＵによって事前に決定することができ
、またはＲＲＣシグナリングを介してＷＴＲＵに伝達／設定することができる。
【００６４】
　ＷＴＲＵは、上で説明された方法のうちの１つを使用して、伝達された非永続的グラン
トを使用して、Ｅ－ＤＣＨ送信を開始する。あるいは、ＷＴＲＵは、グラントの値を無視
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し、最大グラントを使用することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、伝達されたグラント
の値を無視し、ネットワークによって伝達された最大値を使用することができる。あるい
は、ＷＴＲＵは、ＲＲＣシグナリングを介してネットワークによって伝達された、または
ＷＴＲＵによって事前に決定された、事前設定された非永続的グラントを使用することが
できる。
【００６５】
　非永続的タイマが満了すると、新しいアップリンク搬送波に関連するサービンググラン
トは、ゼロの値を取り、および／または新しいアップリンク搬送波に関連するすべてのＨ
ＡＲＱプロセスは、非活動化される。したがって、ＷＴＲＵは、新しい搬送波上で新しい
ＨＡＲＱ送信を開始することを停止する。任意選択的に、新しい搬送波上でのすべてのＨ
ＡＲＱ再送が完了すると、ＷＴＲＵは、新しい搬送波を暗黙的に非活動化することができ
る。任意選択的に、ＷＴＲＵは、タイマが満了した後、非永続的タイマによって許容され
た最後のＨＡＲＱ送信の終了時にピギーバックして、または単独で、ＳＩを送信すること
ができる。非永続的タイマの値は、ネットワークによって設定することができ、ＷＴＲＵ
またはセル固有とすることができる。
【００６６】
　高速グループグラント切り換え（ｆａｓｔ　ｇｒｏｕｐ　ｇｒａｎｔ　ｓｗｉｔｃｈｉ
ｎｇ）の場合、ＷＴＲＵは、１つの専用Ｅ－ＲＮＴＩおよび１つの共用Ｅ－ＲＮＴＩを用
いて、ネットワークによって構成することができる。ネットワークは、ＷＴＲＵのグルー
プに対するサービンググラントを、伝達もしくは設定された値（例えばゼロ）まで低減さ
せるために、またはサービンググラントを、その以前の値まで回復させるために、任意選
択的に共通オフセットとともに、共用Ｅ－ＲＮＴＩを使用することができる。この機能を
用いた場合、ネットワークは、共用Ｅ－ＲＮＴＩを使用して、セル内のアップリンクリソ
ースを解放し、それを単一のＷＴＲＵに割り当てることができ、後で、ＷＴＲＵのグルー
プに対するグラントを、以前の状態に戻すことができる。
【００６７】
　ここで図５を参照すると、両方のアップリンク搬送波５２０、５４０上で（すなわち、
デュアル搬送波シナリオにおいて）電力制御を実行し、アップリンク搬送波に電力および
データを割り当てるための実施形態が、これ以降で説明される。図５～図７および図９に
は、アップリンク搬送波およびダウンリンク搬送波によって搬送される特定のチャネルが
示されているが、任意のチャネルがそのような搬送波で搬送され得ることを指摘しておく
。
【００６８】
　一実施形態によれば、アップリンク搬送波５２０、５４０上でのアップリンクＤＰＣＣ
Ｈ（個別物理制御チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｃｈａｎｎｅｌ））送信５２５、５４５の送信電力は、ノードＢによって送信される２つ
の別個のＴＰＣ（送信電力制御）コマンドによって制御される。一方のＴＰＣコマンドは
、第１のアップリンク搬送波５２０の電力を制御し、他方のＴＰＣコマンドは、第２のア
ップリンク搬送波５４０の電力を制御する。ＷＴＲＵは、対応するＴＰＣコマンドに基づ
いて、各アップリンク搬送波５２０、５４０上のＤＰＣＣＨ５２５、５４５の電力を変化
させる。
【００６９】
　ノードＢは、アップリンク搬送波のためのＴＰＣコマンドを、そのアップリンク搬送波
５２０、５４０にそれぞれ対応するダウンリンク搬送波５７０、５９０上のＦ－ＤＰＣＨ
５６０、５８０を介して送信する。アップリンク搬送波とダウンリンク搬送波の間のマッ
ピングは、事前に定義することができる。ＷＴＲＵは一般に、２つの異なるダウンリンク
搬送波上で送信される２つのチャネル（例えば、Ｆ－ＤＰＣＨ）を聴取することによって
、ＴＰＣコマンドを獲得するが、もちろん、そのようなコマンドを送信するための異なる
チャネルを使用することもできる。
【００７０】
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　あるいは、ここで図６を参照すると、２つのアップリンク搬送波５２０、５４０のため
のＴＰＣコマンドは、同じダウンリンク搬送波５７０（ダウンリンク搬送波５７０または
５９０の一方を使用できるが、この実施形態では、ダウンリンク搬送波５７０を使用する
ものとして示している）上の２つの異なるチャネル５６２、５６４を介して送信すること
ができる。この実施形態では、ダウンリンク搬送波の少なくとも一方で他の活動が存在し
ない場合、ＷＴＲＵは、両方のダウンリンク搬送波５７０、５９０を聴取する必要はない
。
【００７１】
　図７に示されるさらなる一代替実施形態では、２つのアップリンク搬送波５２０、５４
０のためのＴＰＣコマンドは、単一のダウンリンク搬送波５７０（やはり、ダウンリンク
搬送波５７０または５９０の一方を使用できるが、この実施形態では、ダウンリンク搬送
波５７０を使用するものとして示している）における単一のチャネル５６２（例えば、Ｆ
－ＤＰＣＨ）を介して搬送することができる。図８は、この代替実施形態による、Ｆ－Ｄ
ＰＣＨスロットフォーマットの一例を示している。Ｆ－ＤＰＣＨスロットフォーマットは
、スロット当たり２つのＴＰＣフィールドを含み、ＴＰＣ１およびＴＣＰ２は各々、アッ
プリンク搬送波１およびアップリンク搬送波２のための電力制御コマンド（ＵＰまたはＤ
ＯＷＮ）をそれぞれ含む。
【００７２】
　図７を再び参照すると、両方のアップリンク搬送波のための電力制御コマンドが、Ｆ－
ＤＰＣＨチャネルなどの単一のチャネル５６２を介して送信される、別の代替実施形態で
は、電力制御コマンドは、時間多重化される。電力制御コマンドの時間多重化は、多くの
異なる方法で達成することができる。電力制御コマンドは、アップリンク搬送波１　５２
０とアップリンク搬送波２　５２０の間で均等に交代する。例えば、電力制御コマンドが
対象とするアップリンク搬送波は、以下のようにして決定することができる。
【００７３】
　Ｉｆ　（現在のＣＦＮ（接続フレーム番号（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｒａｍｅ　ｎｕ
ｍｂｅｒ））＋スロット番号）　ｍｏｄｕｌｏ　２＝０
　ｔｈｅｎ　ＴＰＣはアップリンク搬送波１用
　Ｅｌｓｅ　ＴＰＣはアップリンク搬送波２用
　例えば、アップリンク搬送波１　５２０のための電力制御コマンドは、無線スロット＃
０、２、４、６、８、１０、１２、および１４で搬送することができ、一方、アップリン
ク搬送波２　５４０のための電力制御コマンドは、無線スロット＃１、３、５、７、９、
１１、および１３で搬送することができ、またはこれの反対である。あるいは、アップリ
ンク搬送波１　５２０には、アップリンク搬送波２　５４０よりも多くの電力制御コマン
ドを割り当てることができる。例えば、アップリンク搬送波１　５２０のための電力制御
コマンドは、無線スロット＃０、１、３、４、６、７、９、１０、１２、および１３で搬
送することができ、一方、アップリンク搬送波２　５４０のための電力制御コマンドは、
無線スロット＃２、５、８、１１、および１４で搬送することができる。この代替形態は
、より多くの電力制御コマンドを提供することで、全体的な効率が向上する理由が存在す
る場合に、使用することができる。そのようなシナリオは、例えば、アップリンク搬送波
１　５２０が、アップリンク搬送波２　５４０よりも多くの物理層チャネルを搬送してい
る場合とすることができる。
【００７４】
　同期も、搬送波単位に定義することができる。ＷＴＲＵは、両方の搬送波に対して別々
に同期手順を適用することができる。ＷＴＲＵには、搬送波上での同期ステータスに応じ
て、その搬送波上での送信を許可することができる。無線リンク障害は、両方の搬送波で
同期が失われた場合に宣言することができる。
【００７５】
　図７を依然として参照すると、両方のアップリンク搬送波のための電力制御コマンドが
、Ｆ－ＤＰＣＨなどの単一のチャネル５６２を介して送信される、また別の代替シナリオ
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では、両方のアップリンク搬送波上でのＤＰＣＣＨ送信の送信電力は、このシナリオでは
Ｆ－ＤＰＣＨを介してノードＢによって送信される単一のＴＰＣコマンドによって制御す
ることができる。ノードＢからのＴＰＣコマンドが電力を増加させるよう指示する場合、
両方のアップリンク搬送波上で電力が（例えば等しく）増加され、ＴＰＣコマンドが電力
を低減させるよう指示する場合、両方のアップリンク搬送波上で電力が（例えば等しく）
低減される。例えば、電力制御コマンドは、単一のＴＰＣフィールド内にジョイント符号
化（ｊｏｉｎｔ－ｃｏｄｅｄ）することができる。ＮTPC＝２およびＮTPC＝４である場合
の、ＴＰＣコマンドのジョイント符号化の例が、表１に示されており、ここで、ＮTPCは
ＴＰＣコマンドのビット数である。
【００７６】
【表１】

【００７７】
　ここで図９を参照すると、以下の実施形態は、ダウンリンク電力制御を目的とする、ア
ップリンクＤＰＣＣＨを介するＷＴＲＵからノードＢへのＴＰＣ（送信電力制御）コマン
ドのアップリンク送信に関する。ＷＴＲＵは、アップリンク搬送波の一方（この例では９
２０）のみのアップリンクＤＰＣＣＨ　９２５を介して、ＴＰＣコマンドを送信すること
ができる。別のアップリンク搬送波（この例では９４０）上では、ＷＴＲＵは、ＴＰＣビ
ットを送信する代わりにＤＴＸ（不連続送信（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ））を、またはＴＰＣフィールドをもたない新しいスロットフォーマット
を使用することができる。ＴＰＣコマンドは、例えばＦ－ＤＰＣＨ　９７５などのダウン
リンクチャネルが送信されるダウンリンク搬送波９７０上で測定された品質から導出する
ことができる。この手法は、ＷＴＲＵからの干渉をいくらか低減するという利点を有する
。ＷＴＲＵは、ノードＢによるチャネル推定のために使用されるパイロットビットのみを
有するアップリンクＤＰＣＣＨ　９２５、９４５を送信することができる。
【００７８】
　あるいは、ＷＴＲＵは、両方のアップリンク搬送波９２０、９４０のアップリンクＤＰ
ＣＣＨ　９２５、９４５を介して、同じＴＰＣコマンドを送信することもできる。ＴＰＣ
コマンドは、Ｆ－ＤＰＣＨ　９７５が送信されるダウンリンク搬送波９７０上で測定され
た品質から導出することができる。ノードＢは、ＷＴＲＵからのＴＰＣ信号の信頼性を向
上させるために、２つのアップリンクＤＰＣＣＨ　９２５、９４５からのＴＰＣコマンド
信号を組み合わせることができる。
【００７９】
　あるいは、ＷＴＲＵは、各アップリンク搬送波９２０、９４０のアップリンクＤＰＣＣ
Ｈ　９２５、９４５を介して、独立のＴＰＣコマンドを送信することもできる。この場合
、アップリンク搬送波９２０、９４０上で送信されるＴＰＣコマンドは、Ｆ－ＤＰＣＨ　
９７０が送信されるダウンリンク搬送波とは独立の、対応するダウンリンク搬送波（複数
可）（図示されず）から測定された信号品質に基づいて導出することができる。この方式
は、ダウンリンクチャネルに関するいくらかの追加の情報をネットワークに提供するとい
う利点を有する。
【００８０】
　２つのアップリンク搬送波上のアップリンクチャネル９２５、９２７、９４５は、同じ
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に振る舞わないことがあるので、チャネル品質が、一方の搬送波９２０上では別の搬送波
９４０上でとは異なって変化することがあり得る。一方の搬送波９２０上ではチャネル品
質が変化し、別の搬送波９４０上ではチャネル品質が変化しないことも可能である。一例
では、一方のアップリンク搬送波９２０上ではチャネル品質が悪化し、他方のアップリン
ク搬送波９４０上ではチャネル品質が向上する。この場合、ノードＢは、Ｆ－ＤＰＣＨ　
９７５上のＴＰＣビットの値を設定するための異なる選択肢を有する。ノードＢは、搬送
波９２０、９４０の一方の品質が閾値を下回る場合は常に、ＴＰＣビットを「ｕｐ」に設
定することができ、それ以外の場合は、「ｄｏｗｎ」に設定することができる。この選択
肢は、搬送波９２０、９４０の一方でアップリンクＤＰＣＣＨの電力が高くなるという結
果をもたらすことができ、ノードＢにとってチャネル推定をより容易にする。あるいは、
ノードＢは、搬送波９２０、９４０の一方の品質が閾値を上回る場合は常に、ＴＰＣビッ
トを「ｄｏｗｎ」に設定することができ、それ以外の場合は、「ｕｐ」に設定することが
できる。この選択肢は、搬送波９２０、９４０の一方でアップリンクＤＰＣＣＨ９２５、
９４５の電力が閾値よりも低くなるという結果をもたらすことができ、そのため、ノード
Ｂは、他方の搬送波からの情報を使用して、この搬送波上での許容可能なチャネル推定を
導出することができる。
【００８１】
　平均アップリンク干渉（ノイズ発生（ｎｏｉｓｅ　ｒｉｓｅ））レベルが、両方のアッ
プリンク搬送波９２０、９４０で同じではない場合、長期的にはアップリンク搬送波間で
チャネル品質の著しい不一致が生じることがある。ＷＴＲＵは、一方のアップリンク搬送
波（例えば９２０）の送信電力に、他方のアップリンク搬送波（例えば９４０）と比べて
、オフセットを適用することができる。このオフセットは、より高位の層のシグナリング
（例えば、ＲＲＣシグナリング）などを介して、ネットワークによって伝達することがで
きる。ネットワークは、両方のアップリンク搬送波９２０、９４０の平均信号品質が同じ
か、またはほぼ同じになるように、オフセットを設定することができる。
【００８２】
　ネットワークは、（データビットを含む）Ｅ－ＤＰＤＣＨ　９２７、９４７のＳＩＲ（
信号対干渉比（ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｒａｔｉｏ））が、両
方のアップリンク搬送波９２０、９４０でほぼ同じになるように、２つのアップリンク搬
送波９２０、９４０に対して、基準Ｅ－ＴＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨトランスポートフォーマッ
トコンビネーションインデックス（Ｅ－ＤＣＨ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍａｔ　ｃ
ｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ））と対応する利得係数の異なる組を定義することが
できる。例えば、アップリンク搬送波１　９２０のＤＰＣＣＨ　ＳＩＲが、平均で－２２
ｄＢであり、一方、アップリンク搬送波２　９４０のＤＰＣＣＨ　ＳＩＲが、平均で－１
９ｄＢである場合、（基準Ｅ－ＴＦＣＩが同じならば）アップリンク搬送波２に対して基
準利得係数を３ｄＢだけ低く設定することで、両方のアップリンク搬送波９２０、９４０
および与えられたＥ－ＴＦＣに対して、ほぼ同じＥ－ＤＰＤＣＨ　ＳＩＲがもたらされる
（アップリンク搬送波２　９４０の基準利得係数は実際には、アップリンク搬送波１　９
２０を下回るように、３ｄＢよりもわずかに低く設定することができ、アップリンク搬送
波２　９４０を用いたより良いチャネル推定が与えられる）。
【００８３】
　同期は、搬送波単位で定義することができる。ＷＴＲＵは、両方の搬送波に別々に同期
手順を適用することができる。ＷＴＲＵには、搬送波上での同期ステータスに応じて、そ
の搬送波上での送信を許可することができる。無線リンク障害は、両方の搬送波で同期が
失われた場合に宣言することができる。
【００８４】
　図９を依然として参照すると、Ｅ－ＴＦＣ制約および選択のための実施形態が、これ以
降で説明される。ＷＴＲＵ送信は、最大許容送信電力によって制約を受けることがある。
ＷＴＲＵの最大許容送信電力は、伝達された設定値とＷＴＲＵ設計制約によって許容され
る最大電力との小さい方とすることができる。ＷＴＲＵの最大許容送信電力は、与えられ
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たＴＴＩ（送信時間間隔）における両方のアップリンク搬送波９２０、９４０についての
合計の最大電力として設定することができ、または搬送波固有とすることができる。後者
の場合、同じ最大電力値が、各アップリンク搬送波９２０、９４０に割り当てられること
があり、または異なる最大電力値が、各アップリンク搬送波９２０、９４０に割り当てら
れることがある。これは、デバイスの特定の構成（例えば、ＷＴＲＵの電力増幅器および
アンテナの数）に依存することがあり、ならびに／またはネットワーク制御および構成に
依存することもある。合計の最大送信電力および搬送波毎の最大送信電力は、同時に設定
することができる。
【００８５】
　ＷＴＲＵ挙動および動作は、両方のケースで（すなわち、１つの合計の最大送信電力か
、それとも独立の搬送波毎の最大送信電力かで）、まったく異なることがある。したがっ
て、ＷＴＲＵは、ネットワークが、ＷＴＲＵが両方のアップリンク搬送波９２０、９４０
についての合計の最大電力を有するか、それとも各アップリンク搬送波９２０、９４０に
ついての搬送波固有の最大電力を有するかを知って、動作をスケジュールし、ＷＴＲＵに
よって報告されたアップリンクの電力ヘッドルーム（ｐｏｗｅｒ　ｈｅａｄｒｏｏｍ）を
正しく解釈できるように、ＷＴＲＵの電力能力（１つの合計の最大電力か、それとも搬送
波毎に定義された最大電力か）をネットワークに通知することができる。電力要件が規格
で規定されている場合、ＷＴＲＵは、これらの能力を伝達する必要はない。
【００８６】
　図１０には、２つのアップリンク搬送波を利用する場合の、Ｅ－ＴＦＣ選択およびＭＡ
Ｃ－ｉ　ＰＤＵ生成のためのプロセス１０００の一例のフロー図が示されている。上で言
及したように、搬送波を指すための特定の用語は、本明細書では交換可能に使用されるが
、ＨＳＰＡ＋タイプのシステムでは、２つの搬送波は、アンカー（すなわちプライマリ）
搬送波および補助（すなわちセカンダリ）搬送波と呼ばれることがあり、図１０を説明す
る際には、これらの用語が便宜的に使用されることを指摘しておく。ＷＴＲＵは、次回の
ＴＴＩ中に送信される２つの（一般にはＮ個、Ｎは２以上の整数）新しい送信が存在する
かどうかを判定する（ステップ５０２）。次回のＴＴＩ中に１つの新しい送信が存在する
（例えば、１つの新しい送信と、先に失敗した送信の１つの再送が存在する）場合、ＷＴ
ＲＵは、Ｅ－ＴＦＣ選択のためにアップリンク搬送波（新しい送信のための搬送波を）を
選択し、新しい送信のためのＥ－ＴＦＣ選択手順を実行するが、新しい送信のためにサポ
ートされるＥ－ＴＦＣＩは、再送によって使用される電力を減算した後に決定される（ス
テップ５１６）。送信される２つの新しい送信が存在する場合、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが
電力制限されているかどうか（すなわち、グラント（スケジュールされた、スケジュール
されない）および制御チャネルが与えられた場合に各搬送波においてＷＴＲＵによって使
用される合計電力の和が、任意選択的にバックオフ（ｂａｃｋｏｆｆ）も含む、ＷＴＲＵ
によって許可された最大電力を超えているか）を判定する（ステップ５０４）。電力制限
されていない場合、プロセス５００は、ステップ５０８に進む。電力制限されている場合
、ＷＴＲＵは、アップリンク搬送波の間で電力割り当てを実行する（ステップ５０６）。
あるいは、ＷＴＲＵは、電力制限されているかどうかをチェックすることなく、搬送波の
間での電力割り当てのために、ステップ５０６に進むこともできる。電力割り当てが実行
されると、ＷＴＲＵは、一方の搬送波の後に他方の搬送波というように順番に、トランス
ポートブロックを満たす。
【００８７】
　ＷＴＲＵは、優先度が最も高い送信されるデータを有するＭＡＣ－ｄフローを決定し、
選択されたＭＡＣ－ｄフローのＨＡＲＱプロファイル（ＨＡＲＱ　ｐｒｏｆｉｌｅ）に基
づいて、使用する多重化リスト（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｌｉｓｔ）および電力オフ
セットを決定する（ステップ５０８）。優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定すると
き、ＷＴＲＵは、すべての搬送波について、すべてのＭＡＣ－ｄフローのうちで、利用可
能なデータを有するように構成された優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定すること
ができる。一代替実施形態では、ＷＴＲＵは、Ｅ－ＴＦＣ選択または優先度が最も高いＭ
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ＡＣ－ｄフローの選択が実行されるすべての搬送波について、与えられた搬送波上での送
信を許可されたすべてのＭＡＣ－ｄフローのうちで、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフロー
を決定することができる。ＷＴＲＵは、複数のアップリンク搬送波のうちで最初にデータ
で満たすアップリンク搬送波を選択するために、アップリンク搬送波選択手順を実行する
（ステップ５１０）。搬送波選択、ＭＡＣ－ｄフロー決定のステップは、必ずしも説明さ
れた順序で実行されなくてよく、任意の順序で実行できることに留意されたい。ＷＴＲＵ
は、Ｅ－ＴＦＣＩを選択し、またはサポートされる最大ペイロード（すなわち、１組のサ
ポートされるＥ－ＴＦＣＩ）、残余のスケジュールされたグラントペイロード、残余のス
ケジュールされないグラントペイロード、データ可用性、および論理チャネル優先度に基
づいて、選択された搬送波上で送信できるビットの数を決定する（ステップ５１１）。
【００８８】
　ＷＴＲＵは、選択されたＥ－ＴＦＣに基づいて、選択された搬送波を介するＥ－ＤＣＨ
送信のためのＭＡＣ－ｅまたはＭＡＣ－ｉ　ＰＤＵを生成する（ステップ５１２）。選択
された搬送波のためにＳＩ（スケジューリング情報（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ））を送信する必要がある場合、ＷＴＲＵは、他の任意のデータを含める前
に、この搬送波上に最初にＳＩを含めることができる。ＷＴＲＵが選択された搬送波上の
利用可能なスペースを使い尽くした場合、またはＴＴＩ中での送信を許可されたバッファ
からデータがあふれた場合、ＷＴＲＵは、利用可能な別のアップリンク搬送波が存在する
かどうか、またデータがまだ利用可能であるかどうかを判定する（ステップ５１４）。否
定的な判定の場合、プロセス５００は終了する。肯定的な判定の場合、プロセス５００は
、次の搬送波のＥ－ＴＦＣＩを選択するために、ステップ５１０に（または代替としてス
テップ５０８に）戻る。
【００８９】
　この時点で（ステップ５０８において）、ＷＴＲＵは、任意選択的に、送信されるデー
タを有する優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを再決定することができる。再選択された
優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローは、先に選択された搬送波を満たす前に最初に決定さ
れたＭＡＣ－ｄフローと異なってよい。最も高いＭＡＣ－ｄフローが新たに選択された場
合、ＷＴＲＵは、新たに選択されたＭＡＣ－ｄフローのＨＡＲＱプロファイルに基づいて
、電力オフセットを決定し、その後、新しい電力オフセットに従って、サポートされる最
大ペイロード（または１組のサポートされるＥ－ＴＦＣ）および残余のスケジュールされ
たグラントペイロードを決定することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、手順（例えばス
テップ５０８）の開始時に一度だけ、ＭＡＣ－ｄフロー優先度を決定し、選択されたＨＡ
ＲＱプロファイルおよび多重化リストを両方の搬送波に適用することができる。これは、
ＷＴＲＵが、両方の搬送波についてのサポートされる最大ペイロード（またはサポートさ
れるＥ－ＴＦＣおよび残余のスケジュールされたペイロード）を、並列して同時に、また
はＥ－ＴＦＣ選択シーケンスに従ってこれらの値が必要とされるときにのみ決定すること
を暗に示唆する。この場合、２番目に選択された搬送波のために、ＷＴＲＵは、ステップ
５１０に戻ることができる。プロセス５００は、３つ以上のアップリンク搬送波が利用さ
れる場合にも適用可能であることに留意されたい。
【００９０】
　電力割り当て、搬送波選択、ならびにＥ－ＴＦＣ制約および選択の詳細が、以下で説明
される。
【００９１】
　サポートされる最大ペイロードとは、任意のアップリンク搬送波のために利用可能な電
力に基づいて送信できるビットの最大許容数のことである。これは、一例として、サポー
トされる最大Ｅ－ＴＦＣＩとも呼ばれることがある。例えば、ＨＳＰＡシステムでは、サ
ポートされる最大ペイロード、または１組のサポートもしくはブロックされるＥ－ＴＦＣ
Ｉは、Ｅ－ＴＦＣ制約手順の一部として決定され、選択されたＨＡＲＱオフセットに依存
し得る。加えて、１組のサポートされるＥ－ＴＦＣＩは、最小セットのＥ－ＴＦＣＩにも
依存し得る。Ｅ－ＴＦＣ制約およびサポート／ブロックされるＥ－ＴＦＣＩの決定のため
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の実施形態が、以下で説明される。
【００９２】
　これ以降で言及される場合、ＭＡＣ－ｄフローとは、論理チャネル、論理チャネルのグ
ループ、データフロー、データストリーム、もしくはデータサービス、または任意のＭＡ
Ｃフロー、アプリケーションフローなどのことでもあり得る。本明細書で説明されるすべ
ての概念は、他のデータフローにも等しく適用可能である。例えば、Ｅ－ＤＣＨのための
ＨＳＰＡシステムでは、各ＭＡＣ－ｄフローは、論理チャネルに関連付けられ（例えば、
１対１マッピングが存在し）、それに関連付けられた１から８までの優先度を有する。
【００９３】
　一般に、アップリンク送信およびデータ送信のために使用されるスケジューリングメカ
ニズムが存在する。スケジューリングメカニズムは、ＱｏＳ（サービス品質）要件および
／または送信されるデータストリームの優先度によって定義することができる。ＱｏＳお
よび／またはデータストリームの優先度に応じて、データストリームのいくつかは、多重
化されて、１つのＴＴＩ中に一緒に送信される許可を得ることができ、または得ることが
できない。一般に、データフローおよびストリームは、ベストエフォートか、それとも非
リアルタイムサービスかでグループ化することができ、いくつかの厳格な遅延要件を有す
るビットレートサービスを保証される。ＱｏＳ要件を満たすため、異なるスケジューリン
グメカニズムが使用され、あるメカニズムは本質的に動的であり、あるメカニズムはあま
り動的ではない。
【００９４】
　一般に、ＬＴＥおよびＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケットアクセス（ｈｉｇｈ　ｓ
ｐｅｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ））などのワイヤレスシステムは
、要求－許可ベースで動作し、ＷＴＲＵは、アップリンクフィードバックを介して、デー
タを送信する許可を要求し、ノードＢ（ｅＮＢ）スケジューラおよび／またはＲＮＣは、
いつ、いくつのＷＴＲＵがデータを送信する許可を得るかを決定する。これ以降、これは
、スケジュールされたモード送信（ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　ｍｏｄｅ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ）と呼ばれる。例えば、ＨＳＰＡシステムでは、送信の要求は、ＷＴＲＵ内にバッ
ファされたデータの量を示す指示、およびＷＴＲＵの利用可能な電力余裕（すなわち、Ｕ
ＰＨ（ＵＥ電力ヘッドルーム（ＵＥ　ｐｏｗｅｒ　ｈｅａｄｒｏｏｍ）））を含む。スケ
ジュールされた送信のために使用できる電力は、ノードＢによって、絶対グラントおよび
相対グラントを通して動的に制御される。
【００９５】
　ＶｏＩＰ（ボイスオーバＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ））もしくはシグナリング
無線ベアラ、または厳格な遅延要件を満たす必要がある他の任意のサービスなど、厳格な
遅延要件および保証されたビットレートを有するいくつかのデータストリームの場合、ネ
ットワークは、本質的にあまり動的ではない特別なスケジューリングメカニズムを介して
、そのような送信のタイムリな配送を保証することができ、事前スケジュールされた期間
およびリソースにおいて、最大で設定されたデータレートまで、ＷＴＲＵが特定のフロー
からのデータを送信することを可能にすることができる。例えば、ＨＳＰＡなどの、いく
つかのシステムにおけるこれらのフローは、スケジュールされないフロー（ｎｏｎ－ｓｃ
ｈｅｄｕｌｅｄ　ｆｌｏｗ）と呼ばれる。ＬＴＥなどの他のシステムでは、それらは、準
永続的スケジューリングおよび準永続的フローと呼ばれることがある。本明細書で説明さ
れる実施形態は、スケジュールされたおよびスケジュールされないデータに関して説明さ
れるが、それらは、類似のスケジューリング手順およびデータフロー間の区別を使用する
他のシステムにも等しく適用可能であることを理解されたい。
【００９６】
　ある送信および可能な再送にリソースを割り当てるために制御チャネルが使用される動
的スケジューリングは、リソース割り当てを最適化するための完全な柔軟性を与える。し
かし、それは、制御チャネル容量を必要とする。制御チャネル制限問題を回避するため、
ＬＴＥなどのシステムでは、ＳＰＳ（準永続的スケジューリング（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉ
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ｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ））を使用することができ、ＵＭＴＳなどのシステム
では、スケジュールされない送信を使用することができる。動的スケジューリングまたは
（例えば、物理チャネル制御シグナリングを介する）動的グラントベースのメカニズムを
使用するフローは、スケジュールされた送信と呼ばれる。リソースのより準静的で定期的
な割り当てを使用するデータストリームは、スケジュールされない送信と呼ばれる。
【００９７】
　例えば、ＨＳＰＡでは、各ＭＡＣ－ｄフローは、スケジュールされたまたはスケジュー
ルされないモードの送信を使用するように構成され、ＷＴＲＵは、スケジュールされたフ
ローまたはスケジュールされないフローのためのデータレートを独立に調整する。各スケ
ジュールされないフローの最大データレートは、より高位の層によって設定され、一般に
、頻繁には変更されない。
【００９８】
　Ｅ－ＴＦＣ選択手順では、ＷＴＲＵは、スケジュールされないグラントを有する各ＭＡ
Ｃ－ｄフローについての残余のスケジュールされないグラントペイロードも決定すること
ができ、それは、与えられたＭＡＣ－ｄフローについて設定されたスケジュールされない
グラントに従って送信を許可されたビットの数のことであり、それに対応する。
【００９９】
　上の手順における残余のスケジュールされたグラントペイロードとは、他方のチャネル
に対する電力割り当ての後で、ネットワークにより割り当てられたリソースに従って送信
できる最も高いペイロードのことである。例えば、ネットワークにより割り当てられたリ
ソースとは、ＨＳＰＡシステムの場合、対応する搬送波の、サービンググラントおよび選
択された電力オフセットのことである。アップリンク搬送波についての残余のスケジュー
ルされたグラントペイロードを計算するために使用されるサービンググラントの値は、ア
ップリンク搬送波に割り当てられた実際のサービンググラントの値に基づくことができる
。あるいは、プライマリ搬送波および／またはセカンダリ搬送波についての残余のスケジ
ュールされたグラントペイロードは、電力割り当てが実行された後のスケーリングされた
グラントまたは架空（ｆｉｃｔｉｔｉｏｕｓ）もしくは仮想（ｖｉｒｔｕａｌ）グラント
に基づくことができるので、ＷＴＲＵは、残余のスケジュールされたグラントペイロード
を決定するために、「仮想」もしくは「架空」サービンググラントまたはスケーリングさ
れたサービンググラントを使用することができる。３つの用語は、交換可能に使用するこ
とができ、各搬送波についてのスケジュールされた送信のための電力割り当てまたは電力
分割のことを指す。グラントのスケーリングは、以下で電力割り当て方式の一部として説
明される。あるいは、ＷＴＲＵが両方のアップリンク搬送波のために１つのサービンググ
ラントを共用する（すなわち、両方のアップリンク搬送波のために１つのサービンググラ
ントが与えられる）場合、ＷＴＲＵは、サービンググラントの半分を各アップリンク搬送
波に対して使用することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、この計算を実行するときに、
すべてのサービンググラントが一方のアップリンク搬送波に割り当てられると仮定するこ
とができる。
【０１００】
　スケジュールされないグラントは、搬送波固有とすることができる（例えば、設定され
たスケジュールされないグラントの値は、スケジュールされない送信が許可された、ただ
１つの搬送波のために割り当てられ、設定される）。スケジュールされない送信が構成／
許可される搬送波は、事前に決定することができる（例えば、スケジュールされない送信
は、プライマリ搬送波上でのみ、または代替としてセカンダリ搬送波上で許可することが
できる）。あるいは、そのような搬送波は、ネットワークによって動的に構成することが
できる。スケジュールされないグラントの値は、搬送波独立とすることができ、その場合
、両方の搬送波に対して、合計数が決定される。
【０１０１】
　データフローは、搬送波固有となるように構成することができる（例えば、ネットワー
クが、フローおよびこのフローを送信できる関連する搬送波を構成する）。データフロー
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が搬送波固有である場合、ＷＴＲＵは、各搬送波に対して独立に、Ｅ－ＴＦＣ選択手順を
実行することができる。ネットワークは、搬送波に属するＨＡＲＱプロセスに基づいて、
スケジュールされないグラントを提供することができ、またはＴＴＩに適用可能なスケジ
ュールされないグラントを提供することができ、ＷＴＲＵは、搬送波を選択する。
【０１０２】
　初期Ｅ－ＴＦＣ選択のためにアップリンク搬送波を選択するための実施形態が、これ以
降で開示される。以下で説明される搬送波選択のための実施形態は、単独で、または本明
細書で開示される他の任意の実施形態と組み合わせて実行することができる。各アップリ
ンク搬送波で送信されるビットの数、および各アップリンク搬送波で使用する電力などの
選択に影響する手順はすべて、ＷＴＲＵがどのアップリンク搬送波を最初に選択し、処理
するかに依存する。
【０１０３】
　一実施形態によれば、ＷＴＲＵは、アンカー搬送波に優先権を与え、それを最初に処理
することができる。これは、スケジュールされない送信がアンカー搬送波において許可さ
れる場合に望ましいことがある。あるいは、セカンダリ搬送波に優先権を与え、それを最
初に選択することができる。
【０１０４】
　あるいは、ＷＴＲＵは、セル間干渉を最小化し、ＷＴＲＵのバッテリ寿命を最大化し、
および／またはビット送信当たり最も効率的なエネルギーを提供するように、優先度が最
も高い搬送波を決定することができる。より具体的には、ＷＴＲＵは、最大の計算された
搬送波電力ヘッドルームを有するアップリンク搬送波を選択することができる。ＷＴＲＵ
は、各搬送波についての現在の電力ヘッドルーム（例えば、ＵＰＨ（ＵＥ電力ヘッドルー
ム））の測定に基づいて（ＵＰＨは、最大ＷＴＲＵ送信電力と対応するＤＰＣＣＨ符号電
力の比を表す）、または最低のＤＰＣＣＨ電力（ＰDPCCH）を有する搬送波に等価的に変
換される、Ｅ－ＴＦＣ制約手順の結果（例えば、各搬送波についてのＮＲＰＭ（正規化残
余電力余裕（ｎｏｒｍａｌｉｚｅｄ　ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｐｏｗｅｒ　ｍａｒｇｉｎ）
）計算もしくは残余電力）に基づいて、この決定を行うことができる。例えば、アップリ
ンク搬送波選択は、ビットの数に関して行うことができる（例えば、アンカー搬送波と補
助搬送波のうちでより大きな「サポートされる最大ペイロード」を提供する搬送波に優先
権を与えることができる）。サポートされる最大ペイロードは、ＷＴＲＵの残余電力（例
えば、ＮＲＰＭまたは以下で開示される他の値）に基づいて決定されるペイロードである
。
【０１０５】
　あるいは、ＷＴＲＵは、最も大きい利用可能なグラントをＷＴＲＵに提供するアップリ
ンク搬送波に優先権を与えることができ、このことは、ＷＴＲＵが、最も大量のデータを
送信し、おそらくは最も少数のＰＤＵを生成することを可能にし、したがって、効率を向
上させ、オーバヘッドを低下させることを可能にする。ＷＴＲＵは、アンカー搬送波のた
めのサービンググラント（ＳＧａ）と補助搬送波のためのサービンググラント（ＳＧｓ）
との大きい方の値に基づいて、搬送波を選択することができる。
【０１０６】
　あるいは、ＷＴＲＵは、アンカー搬送波と補助搬送波とのうちでより大きな「残余スケ
ジュールされたグラントペイロード」を提供する搬送波に優先権を提供することができる
。残余のスケジュールされたグラントペイロードは、ネットワークからのスケジューリン
ググラントに基づいて決定され、ＤＣＨおよびＨＳ－ＤＰＣＣＨの処理の後に残った利用
可能なペイロードである。
【０１０７】
　あるいは、ＷＴＲＵは、最大電力と最大グラントとの間で最適化を行うことができる。
より具体的には、ＷＴＲＵは、最も多数のビットが送信されることを可能にする搬送波を
選択することができる。ＷＴＲＵは、電力およびグラントの両方によって制限される、ア
ンカー搬送波および補助搬送波についての送信できるビットの数（すなわち、アンカー搬
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送波についての「利用可能なペイロード」および補助搬送波についての「利用可能なペイ
ロード」）を決定し、最も高い利用可能なペイロードを提供する搬送波を選択することが
できる。利用可能なペイロードは、残余のスケジュールされたグラントペイロードとサポ
ートされる最大ペイロードとの小さい方として決定することができる。
【０１０８】
　任意選択的に、利用可能なペイロードを計算するときに、多重化できる各ＭＡＣ－ｄフ
ロー（または利用可能なデータを有することができるすべてのスケジュールされないＭＡ
Ｃ－ｄフロー）についての「残余のスケジュールされたグラントペイロード」の和を考慮
することもできる。より具体的には、利用可能なペイロードは、（残余のスケジュールさ
れたグラントペイロード＋ＳＵＭ（許容されるすべてのスケジュールされないフローにつ
いての残余のスケジュールされないペイロード））とサポートされる最大ペイロードとの
小さい方として決定することができる。スケジュールされないフローが一方の搬送波のみ
で（例えば、アンカー搬送波のみで）許可される場合、アンカー搬送波について利用可能
なペイロードが考慮される。
【０１０９】
　スケジュールされないグラントが搬送波毎に提供される場合、またはスケジュールされ
ない送信が一方の搬送波において許可される場合、ＷＴＲＵは、そのＴＴＩ中に送信され
る中で優先度が最も高いスケジュールされないＭＡＣ－ｄフローを含む搬送波、またはス
ケジュールされないＭＡＣ－ｄフローを許可する搬送波に優先権を与えることができる。
例えば、スケジュールされない送信がプライマリ搬送波においてのみ許可され、与えられ
たＨＡＲＱプロセスについて、ＷＴＲＵがスケジュールされないデータを有するように構
成され、データが利用可能である場合、ＷＴＲＵは、プライマリ搬送波に優先権を与える
（すなわち、最初にプライマリ搬送波を満たす）ことができる。与えられたＴＴＩにおい
て、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローが、スケジュールされないフローに対応しないが
、スケジュールされないフローが、選択された優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローと多重
化されることを許可される場合、ＷＴＲＵは依然として、スケジュールされない送信を許
可する搬送波に優先権を与えることができる。したがって、現在のＴＴＩにおいて、何ら
かのスケジュールされないフローが送信されることを許可され、スケジュールされないデ
ータが利用可能である場合、ＷＴＲＵは、スケジュールされないフローの送信を許可する
搬送波を最初に満たすことができる。ＷＴＲＵは、設定された論理チャネル優先度に従っ
て、利用可能な電力および／またはグラントまで、選択された搬送波をスケジュールされ
ないまたはスケジュールされたデータで満たす。その後、残りの搬送波について、データ
、電力、およびグラントが利用可能である場合、残りの搬送波（複数可）が満たされる。
【０１１０】
　あるいは、ＷＴＲＵは、各搬送波におけるＣＰＩＣＨ測定およびＨＡＲＱ誤り率などの
１つまたは組合せに基づいて、搬送波を選択する決定を行うことができる。
【０１１１】
　独立の最大電力制限のためのＥ－ＴＦＣ選択についての実施形態の例が、これ以降で説
明される。ＷＴＲＵは、特定のデバイス構成または設計に依存し得る、搬送波毎に異なる
送信電力および最大許容電力を有することができる。これは、実装設計に依存し（例えば
、ＷＴＲＵは、２つの異なる電力増幅器および２つの異なるアンテナを備えるように設計
することができる）、ならびに／またはネットワーク制御および構成に依存する。以下で
説明されるように、ＷＴＲＵが、搬送波の間で事前に電力を割り当てる場合、または並列
して電力を割り当てる場合にも、それは適用可能である。これらの状況では、各搬送波に
よって使用できる最大電力または利用可能な電力は、搬送波毎に割り当てられた電力に対
応する。実施形態は、電力が搬送波の間で共有されるが、搬送波を満たす前に、電力が搬
送波の間で割り当てられる、またはスケーリングされる場合にも適用可能である。
【０１１２】
　電力が事前に割り当てられるか、または電力の最大量が各搬送波において独立である場
合、より高位の層の適切な動作を可能にするにはＲＬＣ　ＰＤＵの配送順序が維持されな
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ければならないという事実のために、ＭＡＣ　ＰＤＵは、順番に満たされなければならな
いことがある。加えて、ＷＴＲＵは、バッファ制限されることがあり、そのような場合、
一方の搬送波を介して送信するのに十分なデータを利用可能にすることができる。
【０１１３】
　この状況では、ＷＴＲＵは、上で説明された実施形態のうちの１つに基づいて、優先度
が最も高い搬送波Ｐ１を最初に選択することができる。例えば、ＷＴＲＵは、より大きな
電力ヘッドルームを有する搬送波を、等価的により小さなＤＰＣＣＨ電力を有する搬送波
を選択して、最初にデータで満たすことができ、またはプライマリ搬送波もしくはセカン
ダリ搬送波を最初に満たすことができる。これは、バッファ制限されたＷＴＲＵであって
も、そのデータの大部分または優先度が最も高いデータを、最良のチャネル品質を有する
搬送波を介して、またはスケジュールされない送信など、優先度が最も高いデータの送信
を可能にする搬送波を介して送信することを可能にする。
【０１１４】
　優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフロー、関連するＨＡＲＱプロファイル、および多重化リ
ストに従って、その後、ＷＴＲＵは、「サポートされる最大ペイロードｐ１」、「残余の
スケジュールされたグラントペイロードｐ１」、および選択された搬送波Ｐ１において許
可され、設定される場合は、残余のスケジュールされないグラントペイロードに応じて、
搬送波ｐ１のトランスポートブロック上の利用可能なスペースを満たす（すなわち、搬送
波ｐ１上で送信されるＭＡＣ－ｅまたはＭＡＣ－ｉを生成する）。先に言及したように、
これは、許容される電力、許容されるスケジュールされたグラント、および許容される非
サービンググラントにそれぞれ従って送信できるビットの数に対応する。この状況では、
許容される電力および許容されるグラントは、各搬送波の電力および／もしくはグラント
の、または設定された電力もしくはグラントのスケーリングされた値に対応することがで
きる。これは、電力またはグラントが２つの搬送波の間で潜在的に分割される、または並
列に割り当てられる場合に行うことができる。ＳＩが送信される必要がある場合、ＷＴＲ
Ｕは、搬送波ｐ１においてＳＩを送信することができ、またはその代わりに、ＳＩを送信
するように構成された搬送波においてＳＩを送信することができる。
【０１１５】
　ＷＴＲＵは、搬送波ｐ１上の利用可能なスペースを使い尽くすと、その後、次の搬送波
を満たす。この時点で、ＷＴＲＵは、送信されるデータを有し、処理される搬送波におい
て許可された中で、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを再決定することができる。この
時点で、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローは、搬送波ｐ１が満たされる前に、最初に決
定されたＭＡＣ－ｄフローと異なってよい。
【０１１６】
　優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定する場合、ＷＴＲＵは、すべての搬送波につ
いて、すべてのＭＡＣ－ｄフローの中で、利用可能なデータを有するように構成された優
先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定することができる。一代替実施形態では、ＷＴＲ
Ｕは、Ｅ－ＴＦＣ選択または優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフロー選択が実行されるすべて
の搬送波について、与えられた搬送波上での送信を許可されたすべてのＭＡＣ－ｄフロー
の中で、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定することができる。
【０１１７】
　優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定するときに、Ｅ－ＴＦＣ選択が実行される搬
送波が、あるタイプのＭＡＣ－ｄフローを許容しない場合、ＷＴＲＵは、与えられた搬送
波上での送信を許可されないＭＡＣ－ｄフローについて検討することができない。例えば
、ＷＴＲＵが第２の搬送波についてＥ－ＴＦＣ選択を実行する場合、ＷＴＲＵは、優先度
が最も高いＭＡＣ－ｄフローの選択においてスケジュールされないＭＡＣ－ｄフローを含
めないことがある。そのため、スケジュールされないＭＡＣ－ｄフローが利用可能なデー
タを有し、設定された最も高いＭＡＣ－ｄ優先度を有する場合、ＷＴＲＵは、このＭＡＣ
－ｄフローを優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローとして使用することができず、その搬送
波のためのＴＴＩの間、ＨＡＲＱプロファイル、電力オフセットおよびＨＡＲＱ再送、な
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らびに多重化リストを使用することができない。具体的な例として、ＨＳＰＡデュアルキ
ャリアＵＬの場合、第２の搬送波を処理する場合、ＷＴＲＵは、すべてのスケジュールさ
れたＭＡＣ－ｄフローの中で優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローを決定することができる
。
【０１１８】
　最も高いＭＡＣ－ｄフローが決定されると、ＷＴＲＵは、新しい搬送波のために使用さ
れる選択されたＭＡＣ－ｄフローのＨＡＲＱプロファイルに基づいて、このＴＴＩにおい
て多重化できる新たに割り当てられたＭＡＣ－ｄフロー、および電力オフセットを決定す
る。その後、ＷＴＲＵは、新しい電力オフセットに従って、サポートされる最大ペイロー
ドおよび残余のスケジュールされたグラントペイロードを決定することができ、利用可能
なデータがあれば、搬送波をしかるべく満たすことができる。
【０１１９】
　あるいは、ＷＴＲＵは、Ｅ－ＴＦＣ選択手順の開始時に、または搬送波を満たす前に、
両方の搬送波について、サポートされる最大ペイロードおよび残余のスケジュールされた
ペイロードを決定することができ、これは、ＷＴＲＵが、その最初に選択された最も高い
ＭＡＣ－ｄフローからのデータが両方の搬送波上で送信されるかどうかに関係なく、両方
の搬送波に対して同じ電力オフセットを使用できることを暗に示唆する。この場合、多重
化リストは、両方の搬送波で同じままであり、それらの論理チャネルから十分なデータが
利用可能でない場合に、制限ファクタとすることができるが、ＷＴＲＵは、他の論理チャ
ネルの送信のために利用可能なより多くの電力およびグラントを有する。
【０１２０】
　（上述のように決定し、順番に満たすことができる）搬送波ｐ１がデータで満たされる
と、ＷＴＲＵは、直ちに他方の搬送波に移り、それをデータで満たし続ける。
【０１２１】
　あるいは、搬送波は、並列して満たすことができ、これは、許容されるすべての論理チ
ャネルからのデータが２つの搬送波の間で分割されることを暗に示唆する。順番が乱れた
配送を回避するため、データまたはＲＬＣバッファを分割しなければならない。例えば、
ＳＮ０からＳＮ９を有する１０個のＲＬＣ　ＰＤＵが利用可能である場合、ＲＬＣ　ＰＤ
Ｕの０から４は、搬送波１に送られ、５から９は、搬送波２に送られる。その後、スペー
スがまだ残っている場合、ＷＴＲＵは、次の論理チャネルに移り、バッファが、再び同様
に分割される。
【０１２２】
　あるいは、Ｅ－ＴＦＣおよび搬送波フィリングは、並列に実行することができるが、各
搬送波は、異なる論理チャネルからデータを取得する。これは、ＷＴＲＵが、優先度が最
も高い２つのＭＡＣ－ｄフローを選択し、各々についてのＨＡＲＱプロファイルおよび各
々についての多重化リストを決定し、それらを２つの個々の搬送波にマッピングすること
を暗に示唆する。これは、順番が乱れたＲＬＣ配送を引き起こすおそれなしに、ＷＴＲＵ
が、並列してフィリングを行い、Ｅ－ＴＦＣを実行することを可能にする。しかし、これ
は、最も高い論理チャネルからのデータがまだ利用可能であるのに、搬送波が満杯である
ため、ＷＴＲＵがそのようなデータをもはや送信できない状況を生じさせることがある。
【０１２３】
　別の実施形態では、データフローは、搬送波固有とすることができる。この場合、ＷＴ
ＲＵは、各搬送波について独立にＥ－ＴＦＣ選択手順を実行することができる。
【０１２４】
　合計の結合された最大電力限界に関するＥ－ＴＦＣ選択についての実施形態の例が、こ
れ以降で説明される。この実施形態の態様のいくつかは、２つの搬送波の間で電力が並列
に割り当てられるか、または何らかの形態の動的電力割り当てが実行される場合、上で説
明されたように適用可能とすることもできる。
【０１２５】
　順次的な手法では、ＷＴＲＵ最大電力が両方の搬送波の間で共有される場合、ＷＴＲＵ
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は、上で説明された実施形態のうちの１つを使用して、優先度が最も高い搬送波（Ｐ１）
を最初に選択することができる。Ｅ－ＴＦＣ制約および選択は、依然として順次的に実行
することができ、利用可能な電力および使用されるグラントは、割り当てられたまたはス
ケーリングされた電力またはグラントに等しい。
【０１２６】
　優先度が最も高い搬送波を選択すると、ＷＴＲＵは、Ｅ－ＴＦＣ選択および制約手順を
実行し、優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフローが選択され、電力オフセット、サポートされ
る最大ペイロードｐ１が決定され、搬送波Ｐ１のサービンググラントに従って、利用可能
なスケジュールされたペイロードが選択され、利用可能なスケジュールされないペイロー
ドが選択される。ＳＩを送信する必要がある場合、ＳＩは、最初に選択された搬送波とと
もに処理することができ、またはその代わりに、ＳＩを送信することが許可された搬送波
上で処理することができる。この場合、ＷＴＲＵは、上で説明されたような順次的なＥ－
ＴＦＣ制約手順を実行することができ、ＷＴＲＵは、すべての電力が搬送波Ｐ１によって
使用するために利用可能であることを仮定し、セカンダリ搬送波上ではデータが送信され
ないことを仮定する。ＷＴＲＵは、Ｅ－ＴＦＣ選択に従って、この搬送波上で送信される
ＭＡＣ－ｅまたはＭＡＣ－ｉ　ＰＤＵを生成する。あるいは、ＳＩが一方の搬送波のみ（
すなわち、アンカー搬送波のみ）において送信される場合、ＳＩが送信される搬送波に対
してＥ－ＴＦＣを実行するとき、Ｅ－ＴＦＣ選択は、それを考慮する。
【０１２７】
　選択された搬送波についてのサポートされる最大ペイロード（すなわち、Ｅ－ＴＦＣ制
約）は、例えば、ＮＲＰＭ計算に従って決定することができる。搬送波ｘにおいてＷＴＲ
Ｕが再送を有する場合、搬送波ｘに対して、Ｅ－ＴＦＣ選択は実行されない。ＷＴＲＵは
、Ｅ－ＴＦＣ選択を実行し、残りの搬送波である搬送波ｙについてのＭＡＣ－ｉまたはＭ
ＡＣ－ｅ　ＰＤＵを生成する。
【０１２８】
　その後、ＷＴＲＵは、残りの搬送波についてＭＡＣ－ｅまたはＭＡＣ－ｉ　ＰＤＵを生
成しなければならない。この時点で、ＷＴＲＵは、選択されたＭＡＣ－ｄフローのＨＡＲ
ＱプロファイルおよびＭＡＣ－ｄフローの多重化リストに基づいて、送信されるデータを
有する優先度が最も高いＭＡＣ－ｄフロー、および電力オフセットを再決定（または搬送
波ｘ上で再送が進行中である場合は初めて決定）することができる。あるいは、ＷＴＲＵ
は、手順において最初に決定されたのと同じ電力オフセットを使用する。
【０１２９】
　その後、ＷＴＲＵは、この第２の搬送波に対してＥ－ＴＦＣ制約手順を実行する。ＷＴ
ＲＵは、最初の搬送波で使用される電力を考慮することができ、サポートされる最大ペイ
ロードを計算するとき、または１組のサポートされるＥ－ＴＦＣＩを決定するとき、残余
の利用可能な電力が使用される。あるいは、ＷＴＲＵは、２つの新しい送信が行われると
き、または他方の搬送波におけるＨＡＲＱ再送のために１つの新しい送信が行われるとき
、第２の搬送波（すなわち、２番目に選択された搬送波）に対してＥ－ＴＦＣ制約を実行
する前に、「バックオフ電力」（すなわち、ＷＴＲＵが同じＴＴＩにおいて２つの搬送波
上で送信を行うときに経験される特定の電力損失）を減算することができる
　本明細書で説明されるこれらの実施形態では、ＷＴＲＵは、データを送信する必要がな
いと決定された場合、ＤＰＣＣＨを送信しないように構成することができる。ＷＴＲＵは
、最大電力が搬送波毎に割り当てられるときに、十分な電力を有さない場合、第２の搬送
波上でいかなるデータも送信しないように構成することもできる。例えば、搬送波の一方
が十分な電力を有さない場合、ＷＴＲＵは、最小セットのＥ－ＴＦＣＩを使用する代わり
に、一方の搬送波（最も大きなＵＰＨまたは最も大きなＮＲＰＭを有する搬送波）を使用
して、送信を行うことができ、またはその代わりに、ＷＴＲＵは、両方が十分な電力を有
さない場合、搬送波の一方において送信を行うことができない。ＷＴＲＵは、搬送波の一
方において最小セットを使用することができ、第２の搬送波上では送信を行うことができ
ない。
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【０１３０】
　その後、決定されたサポートされる最大ペイロード、（この搬送波のサービンググラン
トに従う）利用可能なスケジュールされたペイロード、および妥当な場合は、利用可能な
スケジュールされないペイロードに従って、ＭＡＣ－ｉまたはＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵが満た
される。
【０１３１】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、各搬送波における（すべてのＵＬチャネル、すなわち
、ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上での）送信電力が
同じになるか、または２つの間の差が事前設定された最大値よりも小さくなるような方法
で、各搬送波においてＥ－ＴＦＣを選択することができる。これは、例えば、各搬送波に
おけるＤＰＣＣＨおよび他のチャネルの送信電力が与えられた場合に、与えられた送信電
力レベルに対して、どのＥ－ＴＦＣが各搬送波上で送信できるかを計算することによって
、達成することができる。例えば、ＤＰＣＣＨ電力レベルが、例えば、搬送波１および２
においてそれぞれ７ｄＢｍおよび１０ｄＢｍであり、ＨＳ－ＤＰＣＣＨおよびＥ－ＤＰＣ
ＣＨの電力レベルが各々、ＤＰＣＣＨの電力レベルよりも－３ｄＢ下回ると仮定すると、
各搬送波における送信電力レベルが１８ｄＢｍである場合、各搬送波における電力ヘッド
ルームは、それぞれ８ｄＢおよび５ｄＢであり、対応するＥ－ＴＦＣサイズは、６００ビ
ットおよび３００ビットとすることができる。したがって、ＷＴＲＵは、搬送波１では６
００ビットのＥ－ＴＦＣを、搬送波２では３００ビットのＥ－ＴＦＣを選択することによ
って、両方の搬送波上で（１８ｄＢｍの）等しい電力を用いて送信を行うことができる。
【０１３２】
　この原理は、異なるケースにも適用することができる。ＷＴＲＵ送信が最大ＵＬ電力に
よって制限される場合、ＷＴＲＵは、最大ＵＬ電力を２つの搬送波の間で等しく分割し（
したがって、各搬送波で利用可能なＵＬ電力は最大を３ｄＢ下回る）、上で開示された方
法を使用して、各搬送波においてサポートされる最大Ｅ－ＴＦＣを決定することによって
、各搬送波においてＥ－ＴＦＣを選択することができる。ＷＴＲＵ送信がＷＴＲＵバッフ
ァ内のデータ量によって制限される場合、ＷＴＲＵは、各搬送波上で結果のＥ－ＴＦＣを
用いて送信できるデータの量がバッファ内のデータの量と一致するように、両方の搬送波
の送信電力レベルを求めることができる。
【０１３３】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、各搬送波上で被る干渉負荷が同じか、ほぼ同じになる
ような方法で、各搬送波におけるＥ－ＴＦＣを選択することができる。搬送波上で被る干
渉負荷は、例えば、スケジューリングのために使用される電力比に対応する、Ｅ－ＤＰＤ
ＣＨ電力とＤＰＣＣＨ電力の電力比として推定することができる。したがって、両方の搬
送波においてスケジューリンググラントおよび電力ヘッドルームが十分である場合、ＷＴ
ＲＵは、グラントに基づいてＷＴＲＵバッファから何バイトを送信できるかを決定するこ
とによって、またこのバイト数を２で除算し、適切なＭＡＣヘッダを適用することで、各
搬送波において必要とされるＥ－ＴＦＣサイズを決定することによって、各搬送波におい
てＥ－ＴＦＣを選択する。
【０１３４】
　この方法は、基準電力比と基準Ｅ－ＴＦＣの間のマッピングが搬送波の間で同じである
ならば、またすべてのデータが同じＨＡＲＱオフセットを有する論理チャネルに属するな
らば、各搬送波において等しい電力比をもたらす。データが、必ずしもすべてが同じＨＡ
ＲＱオフセットを有さない論理チャネルに属する場合、ＷＴＲＵは、バイトのどの共有が
、両方のＥ－ＴＦＣについて同じ電力比をもたらすかを見出さなければならない。
【０１３５】
　デュアルキャリア電力バックオフ、およびマルチキャリア動作のための最大電力制約に
ついての実施形態が、これ以降で開示される。ＷＴＲＵ電力増幅器設計および電力消費を
軽減するため、ＷＴＲＵは一般に、一定のＭＰＲ（最大電力低減）を許容される。この電
力低減余裕は、電力増幅器の非線形性によって意図しない隣接搬送波干渉を引き起こすこ
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とを回避するため、ＷＴＲＵ実施が、最大送信電力を低減すること（これは電力バックオ
フとも呼ばれる）を可能にする。
【０１３６】
　一実施形態によれば、電力バックオフは、１つではなく２つのアップリンク搬送波上で
送信を行う場合に、適用することができる。ＷＴＲＵは、本明細書で説明される実施形態
のいずれかに従って、両方の搬送波上で送信されるデータの量を決定し、データが２つの
搬送波上で送信される場合、電力バックオフ（すなわち、合計の送信電力または搬送波毎
の送信電力の低減）を適用することができる。その場合、電力バックオフの適用は、各搬
送波におけるより小さなＥ－ＴＦＣＩの使用をもたらす。ＷＴＲＵは、より多くのデータ
を送信できるようにするのに、電力バックオフを用いずに単一の搬送波を使用するか、そ
れとも電力バックオフを用いて２つの搬送波を使用するかを決定することができ、最も多
い合計ビット数の送信を可能にする選択肢を選択することができる。
【０１３７】
　ＳＩ（スケジューリング情報）は、それが各搬送波についてのＵＬ電力ヘッドルーム測
定を個別に提供するように、変更することができる。より具体的には、ＳＩのフォーマッ
トは、図１１に示されるように、補助搬送波のためのＵＰＨを含むように拡張することが
でき、ＵＰＨ１およびＵＰＨ２は、最大ＷＴＲＵ送信電力と対応するアンカーＤＰＣＣＨ
符号電力の比、および最大ＷＴＲＵ送信電力と対応する補助ＤＰＣＣＨ符号電力の比にそ
れぞれ対応する。
【０１３８】
　あるいは、ＷＴＲＵは、１つのＵＰＨ測定を報告することができ、ノードＢは、搬送波
間のノイズ発生差に基づいて、他方の搬送波のＵＰＨを推測することができる。
【０１３９】
　あるいは、単一のＵＰＨを以下のように計算し、報告することができ、
【０１４０】
【数１】

ここで、Ｐmax,txは、ＷＴＲＵによって送信できる合計の最大出力電力であり、ＰDPCCH1

およびＰDPCCH2は、それぞれ搬送波１および搬送波２のＤＰＣＣＨ上での送信符号電力を
表す。搬送波毎の最大送信電力が設定される場合、Ｐmax,txは、搬送波毎の最大送信電力
の和を表す。
【０１４１】
　あるいは、スケジューリング情報フォーマットは、変更されないままであるが、ＷＴＲ
Ｕは、各搬送波において個別にＳＩを報告することができる。例えば、ＳＩがアンカー搬
送波上で送信される場合、ＳＩは、アンカー搬送波のＵＰＨを報告し、ＳＩが補助搬送波
上で送信される場合、ＳＩは、補助搬送波のＵＰＨを報告する。
【０１４２】
　　（実施形態）
　１．複数のアップリンク搬送波および複数のダウンリンク搬送波を使用するワイヤレス
通信のための方法。
【０１４３】
　２．ＷＴＲＵが、ダウンリンク搬送波のうちの少なくとも１つを介して、制御情報を受
信するステップを含む実施形態１に記載の方法。
【０１４４】
　３．ＷＴＲＵが、複数のアップリンク搬送波を介して、データまたは制御情報のうちの
少なくとも一方を送信するステップを含む実施形態２に記載の方法。
【０１４５】
　４．ＷＴＲＵは、プライマリアップリンク搬送波を介して、第１のデータチャネル、第
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１のパイロットチャネル、および両方のアップリンク搬送波上で送信されるアップリンク
送信のための第１の制御チャネルを送信し、セカンダリアップリンク搬送波を介して、第
２のデータチャネルおよび第２のパイロットチャネルを送信する、実施形態２～３のいず
れかに記載の方法。
【０１４６】
　５．ＷＴＲＵは、プライマリアップリンク搬送波を介して、第１のデータチャネル、第
１のパイロットチャネル、およびプライマリアップリンク搬送波上で送信されるアップリ
ンク送信のための第１の制御チャネルを送信し、セカンダリアップリンク搬送波を介して
、第２のデータチャネル、第２のパイロットチャネル、およびセカンダリアップリンク搬
送波上で送信されるアップリンク送信のための第２の制御チャネルを送信する、実施形態
２～３のいずれかに記載の方法。
【０１４７】
　６．ＷＴＲＵは、プライマリ搬送波を介して、ダウンリンク送信に関連するアップリン
クフィードバック情報を提供するための第３の制御チャネルを送信する、実施形態５に記
載の方法。
【０１４８】
　７．第３の制御チャネルは、複数のダウンリンク搬送波に関するフィードバックを搬送
する、実施形態６に記載の方法。
【０１４９】
　８．第１のデータチャネルおよび第２のデータチャネルは、Ｅ－ＤＰＤＣＨを含み、第
１のパイロットチャネルおよび第２のパイロットチャネルは、ＤＰＣＣＨを含み、第１の
制御チャネルおよび第２の制御チャネルは、Ｅ－ＤＰＣＣＨを含む、実施形態４～７のい
ずれかに記載の方法。
【０１５０】
　９．第３の制御チャネルは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨを含む、実施形態６～８のいずれかに記
載の方法。
【０１５１】
　１０．ＷＴＲＵは、アップリンク搬送波毎に独立のアクティブセットを維持し、アクテ
ィブセットは、アップリンクにおいてＷＴＲＵがそれを介して通信を行う１組の無線リン
クを含む、実施形態２～９のいずれかに記載の方法。
【０１５２】
　１１．ＷＴＲＵが、ダウンリンク搬送波上で受信した制御情報を、ＷＴＲＵがその制御
情報を受信したダウンリンク搬送波に関連付けられたアップリンク搬送波上でのアップリ
ンク送信に適用するように、各アップリンク搬送波は、少なくとも１つの特定のダウンリ
ンク搬送波に関連付けられる、実施形態３～１０のいずれかに記載の方法。
【０１５３】
　１２．少なくとも１つのＥ－ＲＮＴＩは、アップリンク搬送波毎に設定され、ＷＴＲＵ
は、受信した絶対グラントを、関連するアップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適用
する、実施形態３～１１のいずれかに記載の方法。
【０１５４】
　１３．少なくとも１つのＥ－ＡＧＣＨは、各アップリンク搬送波に関連付けられ、ＷＴ
ＲＵは、受信した絶対グラントを、絶対グラントが受信されたＥ－ＡＧＣＨと関連付けら
れたアップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適用する、実施形態３～１２のいずれか
に記載の方法。
【０１５５】
　１４．Ｅ－ＲＧＣＨとＥ－ＨＩＣＨの１組は、各アップリンク搬送波に関連付けられ、
ＷＴＲＵは、受信した相対グラントおよびＨＡＲＱフィードバックを、関連付けられたア
ップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適用する、実施形態３～１３のいずれかに記載
の方法。
【０１５６】
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　１５．ＷＴＲＵが、各ＴＰＣコマンドが特定のアップリンク搬送波に対する送信電力制
御用であることが意図された、複数のＴＰＣコマンドを受信するステップをさらに含む実
施形態３～１４のいずれかに記載の方法。
【０１５７】
　１６．ＷＴＲＵが、対応するＴＰＣコマンドに基づいて、アップリンク搬送波における
送信電力を調整するステップを含む実施形態１５に記載の方法。
【０１５８】
　１７．アップリンク搬送波のためのＴＰＣコマンドは、そのアップリンク搬送波に関連
付けられたダウンリンク搬送波を介して受信される、実施形態１５～１６のいずれかに記
載の方法。
【０１５９】
　１８．ＷＴＲＵが、独立のＴＰＣコマンドを、アップリンク搬送波の各々のアップリン
クＤＰＣＣＨ上で送信するステップであって、ＴＰＣコマンドは、対応するダウンリンク
搬送波から独立に測定された信号品質に基づいて導出される、ステップをさらに含む実施
形態１５～１７のいずれかに記載の方法。
【０１６０】
　１９．複数のアップリンク搬送波および複数のダウンリンク搬送波を使用するワイヤレ
ス送信のためのＷＴＲＵ。
【０１６１】
　２０．複数のアップリンク搬送波を介して送信するように構成された送信機を備える実
施形態１９に記載のＷＴＲＵ。
【０１６２】
　２１．複数のダウンリンク搬送波を介して受信するように構成された受信機を備える実
施形態１９～２０のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１６３】
　２２．ダウンリンク搬送波のうちの少なくとも１つを介して制御情報を受信し、複数の
アップリンク搬送波を介してデータまたは制御情報のうちの少なくとも一方を送信するよ
うに構成されたプロセッサを備える実施形態２１に記載のＷＴＲＵ。
【０１６４】
　２３．プロセッサは、プライマリアップリンク搬送波を介して、第１のデータチャネル
、第１のパイロットチャネル、および両方のアップリンク搬送波上でのアップリンク送信
のための第１の制御チャネルを送信し、セカンダリアップリンク搬送波を介して、第２の
データチャネルおよび第２のパイロットチャネルを送信するように構成される、実施形態
２２に記載のＷＴＲＵ。
【０１６５】
　２４．プロセッサは、プライマリアップリンク搬送波を介して、第１のデータチャネル
、第１のパイロットチャネル、およびプライマリアップリンク搬送波上で送信されるアッ
プリンク送信のための第１の制御チャネルを送信し、セカンダリアップリンク搬送波を介
して、第２のデータチャネル、第２のパイロットチャネル、およびセカンダリアップリン
ク搬送波上で送信されるアップリンク送信のための第２の制御チャネルを送信するように
構成される、実施形態２２～２３のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１６６】
　２５．プロセッサは、プライマリ搬送波を介して、ダウンリンク送信に関連するアップ
リンクフィードバック情報を提供するための第３の制御チャネルを送信するように構成さ
れる、実施形態２３～２４のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１６７】
　２６．第３の制御チャネルは、複数のダウンリンク搬送波に関するフィードバックを搬
送する、実施形態２５に記載のＷＴＲＵ。
【０１６８】
　２７．第１のデータチャネルおよび第２のデータチャネルは、Ｅ－ＤＰＤＣＨを含み、
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第１のパイロットチャネルおよび第２のパイロットチャネルは、ＤＰＣＣＨを含み、第１
の制御チャネルおよび第２の制御チャネルは、Ｅ－ＤＰＣＣＨを含む、実施形態２３～２
６のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１６９】
　２８．第３の制御チャネルは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨを含む、実施形態２５に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【０１７０】
　２９．プロセッサは、アップリンク搬送波毎に独立のアクティブセットを維持するよう
に構成され、アクティブセットは、アップリンクにおいてＷＴＲＵがそれを介して通信を
行う１組の無線リンクを含む、実施形態２０～２８のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１７１】
　３０．各アップリンク搬送波は、少なくとも１つの特定のダウンリンク搬送波に関連付
けられ、プロセッサは、ダウンリンク搬送波上で受信した制御情報を、プロセッサがその
制御情報を受信したダウンリンク搬送波に関連付けられたアップリンク搬送波上でのアッ
プリンク送信に適用するように構成される、実施形態２２～２９のいずれかに記載のＷＴ
ＲＵ。
【０１７２】
　３１．少なくとも１つのＥ－ＲＮＴＩは、アップリンク搬送波毎に設定され、プロセッ
サは、受信した絶対グラントを、関連するアップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適
用するように構成される、実施形態２２～３０のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１７３】
　３２．少なくとも１つのＥ－ＡＧＣＨは、各アップリンク搬送波に関連付けられ、プロ
セッサは、受信した絶対グラントを、絶対グラントが受信されたＥ－ＡＧＣＨと関連付け
られたアップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適用するように構成される、実施形態
２２～３１のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１７４】
　３３．Ｅ－ＲＧＣＨとＥ－ＨＩＣＨの１組は、各アップリンク搬送波に関連付けられ、
プロセッサは、受信した相対グラントおよびＨＡＲＱフィードバックを、関連付けられた
アップリンク搬送波上でのＥ－ＤＣＨ送信に適用するように構成される、実施形態２２～
３２のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１７５】
　３４．プロセッサは、各ＴＰＣコマンドが特定のアップリンク搬送波に対する送信電力
制御用であることが意図された、複数のＴＰＣコマンドを受信し、対応するＴＰＣコマン
ドに基づいて、アップリンク搬送波における送信電力を調整するように構成される、実施
形態２２～３３のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１７６】
　３５．アップリンク搬送波のためのＴＰＣコマンドは、そのアップリンク搬送波に関連
付けられたダウンリンク搬送波を介して受信される、実施形態３４に記載のＷＴＲＵ。
【０１７７】
　３６．プロセッサは、対応するダウンリンク搬送波から独立に測定された信号品質に基
づいて導出される独立のＴＰＣコマンドを、アップリンク搬送波の各々のアップリンクＤ
ＰＣＣＨ上で送信するように構成される、実施形態２２～３５のいずれかに記載のＷＴＲ
Ｕ。
【０１７８】
　上では機能および要素が特定の組合せで説明されたが、各機能または要素は、他の機能
および要素を伴わずに単独で、または他の機能および要素を伴ってもしくは伴わずに様々
な組合せで使用することができる。本明細書で提供された方法およびフローチャートは、
汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するための、コンピュータ可読記憶媒体
内に含まれるコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施する
ことができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、ＲＯＭ（リードオンリメモリ）、ＲＡ
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Ｍ（ランダムアクセスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、
内蔵ハードディスクおよび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ
－ＲＯＭディスクおよびＤＶＤ（デジタル多用途ディスク）などの光媒体を含む。
【０１７９】
　適切なプロセッサは、例えば、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、
ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する
１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ
（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路、
他の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、および／または状態機械を含む。
【０１８０】
　ソフトウェアと連携するプロセッサは、ＷＴＲＵ（ワイヤレス送受信ユニット）、ＵＥ
（ユーザ機器）、端末、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、または任意
のホストコンピュータで使用するための、無線周波数トランシーバを実施するために使用
することができる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピー
カフォン、バイブレーションデバイス、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ
、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール
、ＦＭ（周波数変調）ラジオユニット、ＬＣＤ（液晶表示）ディスプレイユニット、ＯＬ
ＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプ
レーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任
意のＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク）もしくはＵＷＢ（超広帯域）モ
ジュールなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュールと併せ
て使用することができる。

【図１】 【図２】
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